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アマチュア・スポーツのあり方

スポーツは, 人々が,楽 しみと, よりよく生 きるために,他から求められ

ることなく, 自らの能力に応 じて行なう自由な身体活動である。明るい光 と,

すがすがしい環境の中で行なわれるスポーツは, そのまま豊かな国民生活の

形成に役立つ ものとなろう。

このようにして育 まれるスポーツが, あまね く国民の間に行 きわたること

によって,健康な国民がつ くられ,正 しいスポーツマ ンシップが生まれるこ

とを願い, ここにアマチュア・スポーツを楽 しむ人々のあり方を定めた。

アマチュア・スポーツマンは

1 スポーツを愛 し,楽 しむために,自 発的に行なう。
2 ルールに従い, フェアプレーを終始する。
3 常に相手を尊重 しつつ, 自己の最善を尽 くす。
4 スポーツを行なうことによって物質的利益を求めない。

5 スポーツによって得た名声を利用 しない。
(日 本体育協会 昭和45年告1定 )



第35回国民体育大会シンボルマーク・テーマ
°スローガン

シンボルマーク

国体を迎える県民の確固たる意志と、未来へたく

ましく成長する姿を「栃の葉」と「こぶし (奉)」

に託して表現 したものです。

栃 の 葉 国 体
栃の木は、郷土の木として親しまれ、その緑豊かな栃

の葉は、「県民の歌」 こまれ、

唱されている。

7枚の小葉が結び合ったその形は、人の心の和を連想させ、太陽に向か
って大きくたくましく

がるそのさまは、明るい未来を目指 して生きる県民の姿を思わせる。

テーマ「栃の葉国体」には、そうした県民の国体に寄せる限りな
い熱意と期待がこめいれている。

ス ロ ー ガ ン

のびる力 むすぎ心 ひら<あした
たくましいからだと創造性に富む心をつちかい、互いに手をつなぎ、ふれあ

いの場を広げながら

より豊かな、明るく住みよい郷土をひらく礎にしよう。
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ご あ い さ つ

ミントン協会

本 田 弘 敏

第35回国民体育大会バ ドミントン競技会の開催に当り、一言こあい

さつ申しあげます。

昨年の宮崎国体より1年の間に、バ ドミントン競技は各層に亘って

幅広く着実に仲展いたしてまいりました。

国内に在っては、全日本総合選手権大会をはじめ、新たに全国の期待を担つての日本 リーグの発

足を含めた各種大会において、また国際大会としては、第 2回世界選手権大会、全英大会等への

参加および第 2回 目を迎えたワール ドカップの開催等、内外に亘って多大の成果を収めることが

出来ました。このように稔 り多い年となりつ あゝるこの秋に、本競技の隆盛の地である当真岡市

で、本競技会が開かれますことは、極めて意義あることであります。

本日からの 4日 間、全国各地から参集された精鋭の選手諸君におかれては、どうか日頃努力精

進された技価を遺憾なく発揮されますよう、衷心より熱望いたすものであります。

終 りに本競技 会開催に当り、準備万端、お世話 くださいました栃木県ならびに地元真岡市の関

係各位に対し、心かい厚くお礼申しあげます。

歓 迎 の こ と ば

第5回国民体育大会栃木県実行委員会会長

栃木県知事  船  田    霞

さわやかな秋空のもと、ここに天皇陛下の御臨席を仰ぎ、全国各地

かわ選ばれた多数の役員、選手の皆さまをお迎えして、第35回国民体

育大会秋季大会を盛大に開催できますことは、 178万 県民にとりま
してこのうえもない光栄であり、心か弓歓迎を申し上げます。

私たちは、このたびの国民体育大会に寄せる県民の限 りない熱意と期待をこめて、テーマを「

栃の葉国体J、 スローガンを「のびる力 むすぶ心 ひらくあした」とかかげ、県民総参加のもと
に、り|る くたくましい、あすをひらく大会とするため、精一杯その実現に努力してまいりました。

どうか、選手の皆さまには、スポーツマン精神のもとに日頃培われました力と技を遺憾なく発

揮され、立派な競技を展開して郷土の期待にこたえられますとともに、大会の成果を一層高めい

れますよう念願 してやみません。

また、この機会に秋深まったやすいぎの栃木路を大いに満喫されるとともに、素朴な人情にも

接 していただき、いつまでも心にのこる「栃の葉国体」にしていただきますようお願い申し上げ

ます。

おわりに、本大会の開催にあたり、関係各位かの寄せわれました多大の御支援と御協力に対 し

深く感謝を申し上げまして歓迎のことばといたします。

ド

長

未
↑
　
△
バ

日
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歓 迎 の こ と ば

第35回国民体育大会真岡市実行委員会会長

真 岡 市 長  中 里   精

さわやかな秋空のもと、全 L■ 各地から精鋭 380名 の選手監督並びに

多数の役員をお迎えして、第35回国民体育大会秋季大会バ ドミントン

競技会が開催されますことは、当市にとりまして、このうえもない光

栄であり、全市民をあげて心から歓迎申し上げます。

このはれの大会に参加されました選手の皆さんは、日頃きたえた力と技 とスポーツ精神をいか

んなく発揮され、郷土の栄誉とスポーツの栄光のため、輝かしい成果をおさめられますことを期

待いたします。なお、栃の葉国体が、皆様の人生のよい思い出となりますとともに、将来にわた

り、スポーツの振興のため、活躍されますことを心からご祈念申し上げます。

真岡市は、栃木県の東南部に位置し、東は八溝山脈に、西は鬼怒川に囲まれた「緑と太陽と空

間」のある田園都市であります。古くは、真岡木綿に象徴されますように、農業を中心とするま

ちでありましたが、西部丘陵地帯に工業団地を造成 し、現在58社の企業が操業 しております。こ

れらの企業に働く若人の多い活気あるまちです。また、都市施設も今つくりつつある若い都市で

あります。

どうかこの機会に、当市を初め、栃木県を存分に探さくいただければ幸に存 じます。当競技会

の開催にあたり、私どもは誠意を尽 して準備を進めて参 りましたが、不行届の点は、ご容赦下さ

いますようお願い申し_11げ ます。

終 りに、関係各位かい賜わりましたご指導と、絶大なるご支援、ご協力に対 し、深 く感謝申し

上げ歓迎のことばといたします .

三純崎山石

△
バ
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長
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歓 迎 の こ と ば

栃木県バ ドミ

「のびる力 むすぶ心 ひらくあした」― をスローガンとした ｀栃
の葉国体、 第35回国民体育大会秋季大会が天皇・皇后両陛下をお迎
えして盛大に開催できますことは栃木県バ ドミントン協会会長 として

この上ない光栄とするところであります。特にバ ドミントン競技が真岡市で開催されることは真

岡市民の 1人 として心から皆様を歓迎申し上げます。

本競技に参加されました監督選手の皆さんは郷土の栄誉とスポーツの栄光のため、日頃練磨さ

れた力と技を遺憾なく発揮され、優秀な成績を収められますよう心からお祈 り申し上げます。

真岡市は人口5万 3千の街ですが商業・工業、そして農業のバランスがよくとれたスポースマ

ンと似た
｀
青年の街、で今後さらに飛躍の出来る地域でもあります。栃木県の東部の豊かな自然

と素朴な人情にも充分接 していただき、いつまでも心に残る競技を展開していただけますようお

願い申し上げます。

おわりに、本競技の成功と限りない発展を心から祈念いたしまして歓迎の言葉といたします。

皆様のご健闘を期待致 します。

-5-
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《天皇杯》 《皇后杯》

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条  天皇杯は男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は女子総合成績

第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位 が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条  天皇杯及び皇后杯は秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初

の競技会開会式において返還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有す
る。

(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必

要によリー時返還を求めた場合は、これに応 じなければならない。

本規程は昭和 4

田召禾日4

昭和 4

昭和 5

1年 4月 1

5年 1月 2

8年 7月 1

4年 5月

日制定

2日―一音6改言丁

0日 ―一音『改言丁

9日 ―一音6[女言丁

附 則
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国民体育大会会長 トロフィー授与規程
第 1条 国民体育大会会長 トロフイー (以下「大会会長 トロフ イ

ー」という。)は 、各正式競技男女総合成績第 1位の都道

府県に授与する。

第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有
する。

大会会長 トロフイーは、競技会表彰式に授与し、次回大

会開始式において返還する。

大会会長 トロフイーを授与された都道府県は、次の各項

の義務を有する。

責任をもつて保管する。

破損、紛失等の場合は当該都道府県の責任とする。

優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、

第 1条第 2項の場合は当該都道府県で協議して決めるも

のとする。

財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場

合は、これに応じなければならない。

本規程は昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 48年 7月 10日一部改訂

昭和 54年 5月 9日一部改訂

第 2条

第 3条

附 則

(1)

(2)

(3)

(4)

バ ドミントン競技成績採点方法
(1)競技得点算出方法

天皇杯種別 皇后杯種別 得伎腕 点 算 出 方 法

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

成年女子

少年女子

各種別の 1位に12点、 2位 9点、 3位 8点、 4位 7点、 5位

(4チ ーム)に各 4.5点を与え、その得点合計で競技得点算出順

位を決定する。ただし、同点の場合はその順位を無 、次の順位

を欠位とする。

(2)男女総合 (天皇杯)、 女子総合 (皇后杯)成績決定方法
男女総合、女子総合成績は、それぞれ下記ア、イ、ウの得点を合計したものとする。
ア 競技得点
(1)の得点合計の第 1位の都道府県に12点、 2位 9点、 3位 8点、 4位 7点、 5位 6点、 6
位 5点、 7位 4点、8位 3点の競技得点を与える。ただし、同点の場合は当該都道府県でそ
の順位を共有し、次の順位を欠位とする。得点は、次の順位の得点を加え、当該都道府県で
等分する。

イ 種別優勝得点
各種別の第 1位の都道府県に種別優勝得点1.5点を与える。ただし、第 1位が2都道府県
以上の場合は1.5点 を当該都道府県で等分する。
ウ 参加得点
大会 (プ ロック大会も含む)に参加した都道府県に参加得点 1点を与える。
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第35回国民体育大会バ ドミントン競技

競 技 会 役 員 (順不同・敬称略)

名 誉 会 長

会   長

副 会 長

中 !IL   精

本 田 弘 敏

塚 田 邦一郎

秋 車 篤 二

金 敷 芳 雄

久 保 美 智

松 葉 徳三郎

森     康

阿久津 順 一

曾 山   日告

清 水 規短雄

後 藤   淳

永 末 英 一

中 尾 喬 一

林   義 郎

結 城 健 輔

藤 田 義 光

稲 福 盛 輝

富 山 武 夫

細 野 美代吉

野 沢   守

飯 塚 米 一

鈴 木 俊 夫

斉 藤 喜久雄

岩 |lll   浩

堀 11   清

小 林   茂

森 田   昇

岡 本   博

江利川 章 一

寿
　
一二

正
　
純

下
　
崎

松
　
岩

敏
　
治

兼

勝

田
　
田

広
　
柴

小 菅 仁 三

地 崎 宇三郎

松 橋 藤 吉

H 野 貞 夫

Ff 川 芳 り;
′
1甘   ド     |り |

安 西 武 二

今 井 鎮 雄

中 川 四 槙5

池  11   任

レ]  It      ill

脇 犀 長 口∫

石 野 一 雄

|′ 1 ィ「 次 男

西 lll 一 之

11杉  強

り|| 11長 重

田 11進 一

大 森 忠一郎

大 沢 重 雄

IP久保 多喜雄

増 山 志 知

大 出 格 一

森 友 徳兵衛

風 巻 島 蔵

石 渡 俊 一

清 藤 六 郎

鈴 木 伝四郎

市 川 十 郎

中 村   伝

繊 田 喜 一

神 谷 一 三

藤 田 庸 右

石 田 祥 史

俊 成   薫

小 原 嘉 文

米 丸 芳 男

小 出 重 一

仙 波 恒 雄

関 日   猛

橋 本 寛 治

細 島 ネ其 男

菅 谷 忠 太

大 塚 喜 八

石 川 正 次

藤 田   博

柳  〃く 最  H:{

横 田 正 一

白 山 源二郎

山 本 祐二郎

原     正

須 田 勝 勇

原   二三雄

斎 藤 たけし

栗 本 藤四郎

坂 日 常 博

天 野 辰 雄

内 藤   健

横 尾 秀 夫

相 輝 尚 夫

飯 野   守

川 又 健 一

上 野 仁 治

豊 田   守

11田 三 郎

吉 野 忠 治

大 塚 正 高

暮 田 公 男

大 塚 勇 雄

永 嶋 利二郎

官 地 義 忠

顧

―

　

・

Jチ参

ト

ｌ

　

ｌ

ｌ

′

●
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ヽ

委 員 長

副 委 員 長

委   員

軍 司   誠

田 上   充

鈴 木 武 雄

山 本 平 吉

飯 田 一 郎

伊 沢 二 郎

小 宮 淳 宏

別 井 保 男

吉 川 光 雄

小 口 政 雄

宮 沢 栄 一

伊 沢 吉 男

仁 平 義一郎

木 下 英 一

浅 岡   武

池 田 昌 道

井 上 忠 久

杉 田 安 雄

相 場 清 一

内 多 小五郎

内 藤 安 雄

花 岡 牧 夫

渡 辺 雅 人

村 山 幸 雄

村 岡 欽 也

亀 田 光 重

速 水 朝 子

森   秀 寿

館 野 ヤ イ

狭 間 芳 彦

上 原 勝 司

岩 崎 長 次

今 井   先

宮 沢 宏 之

富 永 静 吾

横 山 直 史

遠 井 稔 男

川 又 文 夫

村 石   惇

森 田 義 雄

伊 藤 基 記

板 垣 隆 房

神 沢   暁

中 山 広 明

穐 山 正 雄

岡 本 武 利

中 島 寿 稽

保 坂 俊 一

和 田   寿

近 藤   満

別 井   晃

武 井 祥 子

上 野 鶴 子

小 林 億一郎

仙 波 正 重

服 部 一 二

塚 田 常 吉

角 田 賢 三

小 柴   貢

松 原   亨

高 橋 兼 吉

柳   壮 一

鷺 谷   誠

大 湊 昭 三

小 飼 栄 一

伊 藤 鉱 一

北   義 一

並 木 万次郎

五十里 光 秋

川 上   弘

布 引 修 二

三 須 徳 次

上 原 正 士

小 塙 宏 人

三 富 美 晴

斉 藤   倍

梅 田 弘 八

中 沢 芳 郎

増 山 真 一

小 堀   守

石 坂 文 男

川 端 昇 市

松 本 弘 充

大 足   光

孝

男

茂

二

夫

徳

武

晃

雄

明

怜

夫

哲

夫

男

至

明

　

昭

基

光

　

　

義

喜

　

一二

　

義

久

川

木

藤

木

北

見

田

豆

根

村

根

藤

山

田

崎

行

梁

加

青

今

里

福

伊

関

野

山

加

霜

町

川
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総 務 委 員 長

総 務副 委員長

総 務 委 員

補 助 員

競 技 委 員 長

競 技 副 委員長

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

審  判  長
副 審 判 長

審  判  員 貴

衛

夫

弘

一

耕

元

重

正

良

田

葉

橋

田

目

太

千

高

山

見

康

子

子

武

隆

藍

の

上

本

崎

谷

〓
一　
山

山石

粕

哲

忠

美

子

夫

朱

英

建

山

根

崎

沼

藤

霜

関

篠

水

工

線 審 主 任

線  審  員

競 技 役 員 ・ 補 助 員

浅 岡   武
遠 井 稔 男

三 富 美 晴

遠 井 稔 枝

下 山 こずえ

伊 藤 鉱 一

近 藤   満
村 山 幸 雄

遠 井 稔 男

青 木 昭 二

村 岡 欽 也

池 田 昌 道
里 見 光 徳

五十里 光 秋
増 田   稔
秋 山 文太郎

田 口 正 規
久 野 行 雄

松 本 昭 子

石 田 尚 子

高 野 茂 夫

小 室 恵 吾

福 田 哲 夫

桜 井 ミ キ

福 田 直 子

村 山 玲 子

添 野 としみ

石 浜 よしえ

上 野 篤 子

榎 戸   博
古 口 茂 子

山 沢 圭 子

福 田 シズエ

小 村 良 治
川 崎 久 男
縄 田 恭 子
山 口 るり子

速 水 朝 子

篠 崎 邦 夫

館 野 政 男

井 上 忠 久

山 崎 博 光

高 橋 喜久司
関   敏 夫
新 津   勝

野 沢   巧

細 島   守

板 口 千代子
三 富 久 子

羽 石 武 士

高 野 久 雄

石 川 澄 子

田 村 貞 子

川 城 京 子
上 野 加代子

原   利 浩

坪野谷 玲 子

植 竹 由 美

阿久津 里 子

鈴 木 真 弓

轟 木 多恵子

柳 田 睦 子
関 岡 百合子

芦 野 勝 己

谷 島 章 彦

小 林 敏 枝

緑 川 幸 子

海 賀 里 美

飯 村 三知雄

阿 部 と し

日 黒 明 子

山 中 正 枝

助 川 幸 子

野 沢 久 子

本 坊 美枝子

鴨 下 幸 子

菅 原 幸 雄

山 口 健次郎

牧 野 建 夫

桜 田 豊 治
三 村 由岐男

三 部 千 鶴

小 池 信 一

人 見 佳 克

安 藤 由美子

宮 尾 由美子

飯 田   敏
吉 沢 哲 也

酒 井 真由美

高 村 浩 章

千野根 タ カ

大 島 美智江
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田 中 幸 子  北 野 智 子  有 野 恵 子  石 川 道 子

戸 倉 育 子

補 助 員  木 村 一 郎  木 村 秀 夫  増 渕  誠  市 村 三 男

鍛治浦   豊  加 藤 義 雄  大 塚 洋一郎  荒 川   岡1

進 行 主 任  亀 田 光 重

進 行 委 員  大 関 恵 司  山 納 悦 fF 福 田 しずか

補 助 員  小 島 則 子  小 林 いつ子  町 田 哲 男  一 木 雄 二

糸 井 成 寿  塩野谷  宏

記 録 主 任  篠 崎 一 夫

記 録 委 員  町 田 義 夫  福 田 比左夫  田 日 真由美

、      補 助 員  稲 見 一 枝  小 池 幸 子  横 田 昌 子  奥 原 美江子

天満屋 智 子  関 日 正 子  清 田 美 穂  近 藤 芳 子

シ ャ トル主任  永 井 佐賀恵
｀     シャ トル委員  川 又 和 子  細 島 美代子

補 助 員  塩 沢 清 美  高 野 清 美  小 林 初 美

点 示 主 任  塚 原 紀 子

点 示 委 員  仁 平 美 江  金 田 里
jr

補 助 員  早 川 智 子  山 り|1明 美  上 野 真由美  宮 尾 恵 美

会 田 記 子  関 「l裕 紅  菅 又 優 子  塚 田 はるみ
｀              新 山 雅 英  武 井 正 代  海老原 幸 雄  大 武 理 美

菅 谷 健 二  野 沢 和 雄  青 柳 哲 夫  山 崎 秀 之

。        人 江 正 夫  小 川 信 吉  岡 崎 浩 之  杉 山 好 文

阿久津   将  大 嶋 英 樹  橋 本   智  浜 野 明 彦

小 川 徳 雄  仁 平 信 宏  荒 川 和 雄  坂 本 文 雄

柳 田 広 美  池 田 春 江  酒 井 あけみ  猪 瀬 美津枝

平 間 聡 子  神 山 弘 美  中 島 重 子  佐 藤 治 美

掲 示 主 任  大 沢 忠 夫

掲 示 委 員  大 塚 一 生  河 崎 和 r
″       補 助 員  橋 本 勝 美  篠 田 興 一  新 山 みゆき  荒 川 由美子

報 道 主 任  保 坂 俊 一

報 道 委 員  荒 井 美恵子  石 井 佳 子

補 助 員  小 菅 佐都美  助 川 りl 美

放 送 主 任  武 井 祥 r

放 送 委 員  柳 沢 秀 「
補 助 員  小 林 真 代  大 島 美恵子  諏 訪 朝 美

召 集 主 任  村 上 十 一

召 集 委 員  佐 伯 一 之  鈴 木 悦 夫  饗 庭 幸 一  田 崎 茂 男

大 島 喜代子  上 野 早 苗

補 助 員  菅 谷  光  橋 本 好 夫  船 生 昌 子  り|1上 京 子

大 島 雅 行  久 保  孝  高 嶋 伸 一  北 川 泰 三
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競 技 会 係 員

押 久 保  多喜雄
柳     作言 之
塚 田 治 弘

日下 田 富  義

田  中  修  二

大 塚 哲 雄  上 武 行 雄

交
崇

崎

島
黒
大

力

雄

　

仁

正

益

　

　

典

藤

保

　

塚
村

佐

久

　

手

福

一　

一
之

　

　

　

恒

智

　

明

美

栄

満

友

　

　

　

　

　

　

勝

勝

沢

香

越

　

　

　

橋

瀬

　

島

瀬

宮

浅

大

　

　

　

一局
広

　

川

猪

郎
茂

淳

弘

郎

　

博

夫

功

一
光

滋

一邦

　

　

好

三
　

　

松

裕

敏

只

田
林

田
谷

地

　

田

平

山

口
瀬

部
ノ

田

塚

小

武

菅

菊

　

藤

仁

柴

板

一
谷

部

長

長

付

　

　

部

長

班

班

　

班

本

部

枷

部

　

　

務

郷

整

務

　

報

施

本

副

本

　

　

　

総

調
総

　

広

実

　

　

　

　

　

総

巳

男

男

男

雄

治

勝

武

重

光

沢

上

　

里

崎

鬼

田
磯

中

篠

晴

治

男

栄

雄

弘

政

　

久

山
島

沢

渕

畑

青

細

竹

飯

謄

弘

治

夫

功

巳

明

一
子

道

要

貞

　

一
正

晃

広

田
　

滝

田

川

沢

松

下日
柳

大

石

黒

小

村
柳

龍

一
滋

芳

弘

男

子

子

靖

　

一
宗

一
秀

里

田
島

田
本

田
賀

木

藤

柳

細

杉

山

増

平

植

佐

男

　

　

勝

茂

男

操

実

　

　

　

一
清

　

　

夫

夫

治

孟

明

洋

行

子

英

　

　

　

　

春

　

　

　

　

　

紘

光

　

　

典

輝

英

　

暮
ホ
　

政

好

上

　

　

野

下

田
本

川
　

　

　

入

塚

　

　

子

崎

井

田

戸

田

塚

林

三

川

　

　

上

竹

武

松

中

　

　

　

坂

石
　

　

金

石

長

倉

榎

石
大

小

男

市

　

夫

登

一
弘

武

成

彦

　

一
治

哉

　

孝

司
信

孝

衛

子

一
明

繁

み

吉

省

　

文

　

孝

　

　

光

輝

　
壮

良

琢

　

至

欽

正

　

勝

英

健

　

　

け

沢

貝

　

又

沢

賀

田
坂

沢
中

　

　

村

山

　

川

井

関

根

波

田

人

藤

谷

崎

伊

椎

　

川

野

糸

武

保

野

田
　

柳

小

古

　

行

直

大

薄

仙

森

鰤

近

細

篠

部

長

班

部

長

員

　

　

　

　

　

部

長

員

　

部

長

員

務

郷

政

設

翻

　

　

　

　

　

　

技

卸

　

　

典

螂

財

財

　

施

部

　

　

　

　

　

　

競

部

　

　

式

部

財

　

　

施

　

　

　

　

　

　

　

競

　

　

　

式

正

子令

保

瀬

久

広

雄

子
一
節

堀

木

小

鈴

一

一
夫

孝

夫

二
信

一
之

昇

与

恵

茂

　

照

慶

　

伸

勝

沢

田
波

塚

場

井

沢

宅

湊

堀

広

柳

仙

大

馬
薄

竹

小

大

小

枝

一
茂

操

一
夫

夫

一
美

行

一

芳

修

　

　

真

文

久

孝

博

一
和

井

崎

田

塚

島

橋

沢

藤

松

田
上

板

直

高

吉

大

飯

矢

伊

佐

高

石

田

一　

　

ン
志

　

　

敏

一
昇

浩

司

充

勝

昭

雄

人

之

一　

　

セ

広

　

　

　

隆

　

　

征

　

　

寿
龍

正

靖

香

松

　

　

田

田
松

辺

塚

川

木

島

田
川

畑

一　

　

浅

小

　

　

池

井

村

渡

飯

天
藤

福

内

早

瀬

惇

浩

郎

　

誠

国

一
雄

博

重

博

保

徳

郎

司

保

　

男

太

・　

　

　

十

　

　

弘

伸

良

　

裕

勝

恵

喜

子
　

　

　

明

石

田

谷

　

谷

入

村

沢

塚

池

村

藤

木

山

口
橋

　

本

呂

村

官

大

　

鷺

坂

杉

茂

大

小

中

佐

一
柴

田

大

　

梁

部

長

員

　

部

長

員

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

長

部

　

　

　

部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

部

遇

擬

部

　

　

御

部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

帳

接

　

　

　

宿
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

輸

矩 火 リ レー 部
矩火リレー部長

巳

一
子

洋

一
信

一
健

令

　

慎

正

川

人

橋

田

辺

関

師

黒

法

高

石
渡

大

明

明

男

孝

栄

弘

崇

正

征

　

　

道

戸

沢
柳

刑

雲

田下

榎

小

青

大

南

日

ン
明

清

弘

男
龍

治

セ
正
　

一
不
久

　

要

谷

木

島

田
谷

田

鷺

鈴

中

増

関

柳

柳

郎

章

孝

男

夫

平

夫

一

一義

　

雅

一
勲

安

典

靖

平

崎

沢

賀

見

本

子
島

仁

篠

野

平

鶴

青

金

細

部
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一
方

郎

馨
一

勇

正

純

暁

谷
橋

川

田

細

本

前

柳

昭

明

誠

夫

国
利

　

哲

瀬

藤

島

山

広
斉

細

柴

男

一
斉

郎
男

時
幸

　

一二
昭

山

保

野
井

野

谷

柴

久
古

臼
上

三

一
忠

之

夫

朋
修

　

正

文

里

野

　

木

中

浜

磯
青

蔦

員部

一
保

実

行

至

希
　

　

博

一

島

柳

堀

沢

沢

笹
青

小

伊

保

実

弘

実

弟

作

勝

正

豊

木

沼

谷
薬

本

佐

水

細

小

坂

行

久

務

幹

明

正
利

石
松

倉

貫

出

村

高

小

小

小

ゾ

子
シ
清

川

野

石

浜

江

子し

静

よ

村

辺

田
渡

康

子

文

洋

保

須

久

黒

三
市

子

子
　

茂

夫

昭

和

邦

洋

　

　

輝

湊

塙

村

又
　

藤

崎

大

小

中

河

　

加

石

一
雄

栄

勝

朗

夫

　

雄

郎

一

一

英

政
　

　

伸

隆

　

義

新

政

下

辺
雲

川

田
滝

　

田
沢

沢

木

渡

南

小
坂

白

　

森

竹

伊

部
報
員

ヒ

ヒ鵡舞部

交

夫

成

幸

一

菅

島

小

細

昭

治

隆

嘉
尾

回

瀬

山

義

郎
正

三
一

川

田根

荒

大

部
振
員
　
部
報
員

『̈部　一一部

案
　
　
　
救

初ロ 要  '台

△

=

大 塚 勇 雄

56名

市 民 運 動 部
市民運動部長
部    員

警  備  部
警 備 部 長
部    員

選 手 控 室 係

プ ラ カ ー ド係

練 習 会 場 係

会 場 整 理 係

貝

綱  川  浩  子   豊  田 由美子

助補技量肌

理

枝

子

子

み

子
実

子

江

美

子

美

子
　

恵

子

　

み
苗

江

由

　

　

美

ろ
美

　

　

　

　

由

　

　

　

　

る

小

和

靖

久

ひ
有

秀

寿

君

晴

幸

真

明

　

和

洋

　

は

早

利

岸

納

沢

田

沢

田

塚

貫

柳

　

川

坂

前

　

田
岡

　

辺

田
瀬

下

峰

山
柳

福

野
峰

大

大

青

関

小

保

竹

　

光
関

　

渡

日

広

美

子

子

え

子

江
美

子

枝

子

子
代

弓

薫

子

一
　

子

り
恵

み
美

　

　

美

　

　

　

　

　

　

奈

　

　

　

か

万
睦

洋

ふ
由

春

明

喜

恵

陽

博

和

真

　

美

聖

　

靖

ゆ

観

地

屋

又

井

山

田
幡

藤

川

野

田

野

永

林

本

　

鮮

部

田

　

体

小

菊

土

河

平

浅

福

大

佐

古

岡

塚

浜

須

小

山

　

阿

渡

宮

子

江

世

子

子

子

み

子

子
代

美

子

み

子
穂

子

子

則

美

美

雪

美

朋
幹

和

博

献

陽

め
純

幸

富

浩

智

¨

久

美

仁

佳

勝

由

真

深

由

田
部

森

島

村

田

沢

部

上

保

崎

村

村

山

田

山

野

沢

野
本

本

沢

田
　
　
　
　
　
　
田

高

谷

竹

小

野

石

行

谷

川

久

篠

植

田
穐

鷹

中

高

吉

吉

橋

松

大

美

子

子

子

子

子

江

子

子

子

弓

子

子

子

江

子

子

靖

子

子

子

子

理
　

　

　

　

　

　

　

　

美

仁

祐

真

恵

淳

圭

久

弘

明

泰

真

久

和

昭

初

智

史

　

史

紀

洋

紀

賀

下
藤

辺

屋

塚

田
倉

口
雲

川

田

山

宮

田

谷

川

沢

本

藤

田

井

須

藤

佐

渡

姉

鷲

池

横

関

南

小

松

鍋

大

飯

渋

南

滝

橋

伊

塚

浅

団力協

吹 奏 楽  市内 4中学校 (83//1)

鼓   隊  真岡小学校、真岡東小学校 は )名 )

真岡市lX l人 |、 1体連絡協議会、メ〔岡市商店連合会、プ〔岡市青年団体連絡協議会、真岡青年会議所

真岡市 rl治会連合会、真岡市地域公民館連絡協議会、東京電力真岡営業所、真岡商工会議所、

ボーイスカウト真岡第一 |]、 真岡市交通指導員連絡協議会、真岡市消防 |ヽ 1、 真岡市医師会、真

岡市歯科医師会、真岡市菊花真香会、明るい社会をつくる推進協議会、盆栽協会、茶道会
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順  序 次 槽嘱 日寺 亥1 要 領 備 考

役員 。選手団集合開始 7:40

役員 。選手団集合完了 7:53

公 開 演 技 開 始 7:54 貴謂景う1ミ聾鴨怪駁
公 開 演 技 終 了 8:04

開 式 予 8:08 放 送

1 開 式 通 8:10 放 送 フ ア ン フ ァー レ吹 奏

2 選 手 団 入 場 8!11 競 技 会会長登壇 行 進 曲 演 奏

3 競 技 会 開 始 宣 言 8:26 競 技 会 委 員 長

4 「 君 が 代 」 斉 唱 8:27 全 注 日 君 代 演 奏

5 ト ロ フ ィ ー 返 還 8:28 競 技 会 会 長 得 賞 歌 演 奏

競 技 会会長 あい さつ 8:29 競 技 会 会 長

7 歓 迎 の こ と ば 8:32 長
ン

市
ミ
岡
ド
真
パ

栃 木 県
ン協 会 長

表 彰 8:38 競 技 会 会 長

1月 式 通 8:48 放 送 フ ア ン フ アー レ吹 奏

選 手 退 場 8:49 放 送 行 進 曲 演 奏

競技吊嗣女台 9 : 3 0

式 典 次 第

開 始 式   10月 13日 側 真lMl市総合体育館

表 彰 式   10月 16日 lal
順  序 次 第 日寺 亥1 要 領 備 考

役 it 。選 手卜1整 夕J 3i30

1銅 式 予 3:58 放 送

1 1銅 式 通 4:00 放 送 フ ア ン フ アー レ吹 奏

2 選 手 人 場 4:01 競 技 会 会長登壇 行 進 曲 演 奏

績 発 表 4:10 競 技 委 員 長

表 彰 4:12 競 技 会 会 長 得 賞 歌 演 奏

競 技 会会長 あい さつ 4:30 競 技 会 会 長

歓 送 の こ と ば 4i33 真 1司 市 長

7 「 君 が 代 J斉 唱 4:37 全 注 日 ft 演 奏

競 技 会 終 了 宣 言 4:38 競 技 会 委 員 長

9 1月 式 通 4:39 放 送 フ ア ン フ ァー レ吹 奏

10 選 手 卜1退 場 14 放 送 行 進 曲 1寅 奏

バ ドミン トン諸会議 日程表

会 議 名 月  日 時 間 場 所  在  地 Ｆ
Ｌ 話

審 判 会 議 10月 12日   15 i CXl 真岡市青年婦人会館 真岡市田町 1344 02858 (2) 7153

監 督 会 議 10月 12日   17 i CXl

全国理事長会議 10月 12日  19:∞ 松 田 屋 旅 館 真岡市荒町 1079 02858 (2)2016
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試合順序および開始時刻 (タイムテープル)

―
試 1

つ
´

| |

4
1 5 1 6

１０
月
１３
日
側

第

１

日

目

8:10 開
ム
ロ 式

9i30 L 1 L ０
ろ L 3 L 4 L 5 L   6

11:00 L 7 L 8 L 9 L 10 L ll L 12

12:30 L 13 L 14 L 15 M 1 M   2 M

14:00 M   4 1 B   2 B 3 B 4 G 1

15i30 G 2 G  3 G 4 L 16 L 17 L 18

17:00 L 19 L 20 L 21 L 22 L 23

一弟

日

目

１０
月
１４
日
ω

9:00 L 24 L 25 L 26 L 27 L 28 L 29

10i30 L 30 L 31 G 5 G 6 G  7 G 8

12:00 B   5 B   6 B 7 B 8 M    5 M   6

13:30 M   7 Ⅳ1   8 L 32 L 33 L 34 L 35

15:00 L 36 L 37 L 38 L 39 G 9 G 10

16:30 G ll G 12 B 9 B 10 B ll B 12

１０
月
１５
日
困

第

３

日

目

9:30 L 40 L 41 L 42 L 43 M   9 M 10

11:30 M ll M 12 G 13 G 14 B 13 B 14

13:30 L 44 L 45 M 13 M 14

１０
月
１６
日
閑

第

４

日
目

9:30 M 15 L 46 B 15 G 15

11!30 M16 L47 B16 G16

14:00 表 彰 式

バ ドミン トン競技 日程

|  |は決勝戦     ===は 3位決定戦

M:成年男子  L:成 年女子  B:少 年男子  G:少 年女子

競 技 前 の 注 意

1.オーダー用紙は試合開始∞分前にオーダー交換所に提出してください。

2.選手は試合開始
"分
前に所定の選手集合所に集合し、当試合の主審の指示に従ってください。

3.ベ ンチヘ入場行進の後、当試合の組合せ若番のチームから3分間づつの練習時間が与えられ

ます。
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成 年 女 子 (L)
14 11 1   15 1i 15 lr : ra tr iL3 ll

栃 木 1

秋 田 2

広 島 3

福 岡 4

石 り|15

岡 山 6

高 知 7

大 分 8

静 岡 9

山 梨 Ю

滋 賀 H

千 葉 2
沖 縄 哺
鳥 取 14

愛 媛 15

兵 庫 16

青 森 ′

富 山郎

山 形 Ю

茨 城 "
佐 賀 21

奈 良 22

岐 阜 23

g :ol /

1     1

1 2F「雨
24香 川

25山  口
26京 都
27宮 崎
28岩 手
29埼 玉
∞熊 本
a福 井
32群 馬
33島 根
34和歌山

"愛 知
36東 京
37二 重
郎徳 島
39福 島

い (4)
1:lXl

長  崎
4新 潟
北海道

②
43神奈川

:∞
44鹿児島

45長 野
46宮 城
47大 阪

引
銀
ｍ
ｍ

＞
∞

同
∞

⑤

９
⑫

０

９

―

―
―

”
′
イ

０
∞

⑭
Ｏ

〓

′       2

3位決定戦

(3)

91(X)

②

9:(X)

)l s:m

①
ｏ
ｍ
．川
［

⑬

。

９‥３

〇

(2)

○番 77は試合番号

{)番号はコート番 /7

バ ドミン トン競技組合せ表
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9(D

⑫

1高 降
131

2

⑩

Ｏ

，――

(3)

11130

⑮
同
〓
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⑩
Ｏ
ｍ

０

〕
　

２



年成 男 子 (M)

年 男 子 (B)

年 子 (G)

少

女少

13 日

千 葉 1

滋 賀 2

愛 知 3

熊 本 4

栃 木 5

岩 手 6

鳥 取 7

石 川 8

:∞
②
‐２

2

⑪ {1)0ト

11:Ю ′|

9北海道
10鹿児島
11岡  山
12富 山
13香 り||

14大 阪
15青 森
16神奈川

⑮ (1)

l1 : 300

3位決定戦

⑮ (1)

13 日 14 日  | 15 日 16 日 15 日  :

熊 本 1

鳥 取 2

石 川 3
神奈川 4

北海道 5

青 森 6

埼 玉 7

滋 賀 8

14:KXl

あ⑨に)
ス
⑪ 15)

12:∞

9奈 良
10福 島
11新 潟
12静 岡
13岡  山
14高 知
15鹿児島
16栃 木

16: 30 16:∞2
(2)

⑬ に)

11 : 30

０
　
∞

⑭
　
ｎ

″
―

―

針

―

「

■

パ

ー

‐

′
?

14:lXl , 12 i CXl
⑩ 141 ⑫ G)

16 : 30ι′16:∞
'ス

2ヨ  12:
′

5 日  1  16  日  1  15  日

大 阪 1

長 崎 2

山 口 3
栃 木 4

山 形 5

北海道 6

茨 城 7

富 山 j

け
′
∞

Ｏ
　
ｎ
　
′

９

１

１

′

ｎ
　
∞
っ

Ｆ

ｎ

¨

,1 10:

9熊 本
10宮 城
11群 馬
12香 り||

13岡  山
14愛 知
15奈 良
16新 潟

卍̈呻向
-17-
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３０

⑫
　
ｎ
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ミ
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使場習練
△

日 程

場

　

　

ト
一

△
バ
　
　
コ

時

附属体育館 真 岡 女 子 高 校 体 育 館

1
り
を 4 5 6 7 8 9 10

10月 10日 9:00～ 17:00 海f ″
道 ッ
ク

東
ブ

Jヒ  ぅ′
ク

プ

ロ
ッ
ク

関

　

東

10月 11日 9:00～ 17 00
海f 〃
道 ッ
ク

東
ブ

1ヒ  ッ
ク

関
ブ

東 ッ
ク

10月 12日 開 式

10月 13日

10:00～ 11 30

ウ

オ

ー

ミ

ン

グ

ア

ッ

一。7~

△

場

福 島

L
長 崎
L
神奈川

L
鹿児島
L
長 野

L
官 城

L 響
Ｍ
滋 賀
M

11:30～ 13:00 山 口
G
栃 木

G
山 形
G
北海道
G
茨 城

G
富 山

G
栃 木

L
福 岡
L

13:00～ 14 30
L①
の勝者
L②
の勝者
L③
の勝者
L④
の勝者

⑤
者勝

卜
一
の

L⑥
の勝者
北海道
M
鹿児島
M

14:30～ 16:00 群 馬
G
香 川
G
岡 山
G
愛 知

G
奈 良
G
新 潟
(〕

L⑦
の勝者

⑧

者勝

Ｔ
一
の

10月 14日

9:30～ 11 00
奈 良
B
福 島
B
新 潟
B
静 岡

B
岡 山
B
高 知

B
鹿児島
B
栃 木

B

11 00-12:30 ①
嚇
Ｍ

の
②
脂
Ｍ

の

M③
の勝者
④
階
Ｍ

の
①
嚇

Ｒ
）
の
②
膳
Ｒ
ル
の
③
膳
Ｒ
一
の
④
膳
Ｒ
ル
の

12:30～ 14 00
②
者勝

Ｉ
）
の

⑮
者勝

Ｉ
）
の

④
者勝

Ｉ
一
の

②
者勝

Ｉ
ル
の

L④
の勝者

④
者勝

Ｉ
）
の

L⑩
の勝者

①
者勝

Ｉ
ル
の

14:00～ 15 30 ⑤
者勝

Ｒ
）
の

B⑥
の勝者

⑦
者勝

Ｒ
ン
の

③
者勝

Ｒ
）
の

G⑤
の勝者

⑥

者勝

Ｇ

の

G⑦
の勝者
G③
の勝者

15:30～ 17:00
⑤
者
Ｍ

の勝

M⑥
の勝者
M⑦
の勝者

③
者
Ｍ

の勝
⑫
者勝

Ｉ
）
の

⑬
者勝

Ｔ
一
の

L⑭
の勝者

⑮
者勝

Ｉ
）
の

10月 15日

9:00～ 10 30
M⑤
の勝者

Ｃ
者
Ｍ

の勝

M⑦
の勝者

③
者
Ｍ

の勝
⑨
者勝
Ｇ

の

⑩
者勝

Ｇ

の

G⑪
の勝者
G⑫
の勝者

11:30～ 12i30
L⑩
の勝者

I´ c
の勝者

L⑫
の勝者

⑬

者勝

卜
）
の

⑨
者
Ｍ

の勝

M⑩
の勝者

16:00～ 17 00 ⑭
者勝

Ｉ
一
の

④
者敗

子
一
の

Iン ⑮
の勝者

⑮
者敗

Ｉ
ル
の

⑬
者
Ｍ
の勝
M⑬
の敗者

⑭
者
Ｍ
の勝
M⑭
の敗者

10月 16日 9:00～ 10i30
M⑬
の勝者

M⑭
の勝者

⑭
者勝

ト
ル
の

L⑮
の勝者
B⑬
の勝者

⑭
者勝

Ｒ
ン
の

G⑬
の勝者

G⑭
の勝者
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表程日用

真 岡 中 学 校 体 育 館 真 岡 工 業 高 校 体 育 館 真 岡 農 業 高 校 体 育 館
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11  1 12 13  1 14 15  1  16  1  17 lslrrlro zL\rrlrs 24  1  25  1  26
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ロ
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ッ
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東

　

海

匹 |

国
:|〃

イ
プ

ロ
ツ
ク

北

信

越

ブ

ロ
ッ
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近
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:;|〃
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ロ
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九
　
　
州
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謂
‖

1奈
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1福
B島
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Ｉ
）
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⑬
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Ｉ
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１
一
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剰
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都 道 府 県 別 参 加 一 覧 表

フ

ツ

ク

県  名

監
　

　

督

成
年

男

子

成
年
女

子

少
年

男

子

少
年
女
子

計

ブ

ソ

ク

県  名

監

　

　

督

成
年

男

子

成
年
女
子

少
年

男

子

少
年
女

子

北海
道 北海道 4 3 3 3

近

畿

滋  賀 3 3 ，

´

東

青  森 3 3 京  都 1 3

岩  手 `, 3 大  阪 3 3 3

宮  城 , 3 8 兵  庫 1 3

秋  田 1 奈  良 3 3 3

山  形 `, 3 3 8 和歌 山 1

福  島 ，

″ 3 3 8

国

鳥  取 3

関

東

茨  城 ，

´ 3 3 島  根 1 3

栃  本 4 16 岡  山 3 3 3 16

群  馬 3 8 広  島 1

埼  ■i 3 8 ||| || ，

´ 3 3 8

千  葉

国

香 3 3 12

東  京 1 術S   II 1 3

神奈川 13 3 3 12 愛  媛 1 3

山  梨 1 (3 高  知 3 8

北

　

信

　

越

新  潟 3 3 3 12 絆1 ドJ 1 4

長  野 1 (3 名i 賀 1 4

富  山 3 3 3 12 長  崎 ，

一 3 3 8

石 3 3 3 12 熊 、本 3 3 3 16

福  井 1 3 4 大  分 1 3 4

東

1毎

静  岡 3 3 8 宮  崎 1 3 4

愛  知 3 3 3 12 鹿 児島 3 3 12

重 1 3 4 沖  縄 1 4

岐  阜 1 3 4 参 力‖総 liト 95 48 48 48 380
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参加チームー覧表 (監督 0選手名)

番 号 県  名 成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子

1 北 海 道

城

男

弘

夫

三

好

勝

敏

山

藤

木

谷

平

遠

高

熊

越前屋 直 行
星 川 喜恵子
中 尾 ひろみ
吉 村 恭 子

善

統

晶

一

宣

清

康

淳

嵐

飼

戸

十五

小

水

前

隆

子

美

美

津

奈

美

真

清

浦

田

橋

桑

谷

和

高

一局

，

´ 青  森

仁

伸

茂

美

光

　

英

屋

藤

藤

元

高

佐

須

村

和
子
子
詩

敦

孝

百

田

田

藤

山

藤

松

工

中

昌

春

哉

一

信

清

辰

正

川

山

谷

庭

大

丸

柳

桜

岩  手

夫

夫

二

聡

孝

信

張

柳

上

藤

川

鬼

村

伊

石

義

き

子

子

ゆ

正

み

孝

文

村

辺

西

地

志

渡

小

菊

宮  城

湯 村 治 夫
鹿 野 美恵子
佐々木 由美子
山 口 みどり

虔

美

美

美

直

弘

明

野

川

木

川

〈
「
比百
圭目
　
‐‐呻

5 秋  田

次

子

子

子里

昭

隆

祐

万

谷

田

地

都

細

花

菊

南

6 山  形

司

子

子

子

美

り

栄

ゆ

昌

井

藤

中

山

永

佐

田

丸

一
美

紀

子

順

尚

美

恵

室

田

林

村

海

真

金

東

中

福  島

健

子

子

子

佐

　

千

起

優

真

瓶

椋

田

部

二

小

竹

渡

朗

司

一
二

陸

信

恵

雄

藤

本

田

上

内

鈴

山

井

8 茨  城

造

子

子

子

順

久

貴

典

橋

角

葉

伴

石

川

千

子

み

幸

子

ゆ
　
　
〈
ロ

和

ま

美

百

崎

辺

向

崎

篠

渡

日

北

9 栃  木

昇

彦

義

之

吉

正

裕

田
藤

橋

石

森

工

高

大

人

子

枝

代

宏

裕

藤

和

塙

山

野

島

向

小

日

日

大

晃

志

円

樹

正
　
　
正

井

島

堀

村

別

大

大

戸

倍

子

子

美

キ

　

由

ア

紀

真

藤

橋

沢

間

斉

高

湯

平
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●

番 号 県  名 |′え  イli  ツサ  r 成 午 女 F‐ 少 年 男 r‐ 少 年 女 子

10 群  馬

渡 辺 晃 一

神 山 美佐栄
南 雲 とし子
池 田 幸 子

江

代

子

美

禾

晴

二
紀

真

山

田
村

島

秋

吉

北

中

1行    :|(

栄

美

ｒ．
代

明

浩

和

須

本

田

野

黒

塚

仲

高

木 村 弘 巳
峰   登志郎
高 橋   昭
長 内 征 美

千  葉

匡

男

博

一

一
光

和

新

本

所

場

村

峯

田

大

中

満

子

子

栄

美

美

裕

由

登

辺

野

田

吉

河

飯

豊

本

東  京

司

護

子

子

喜

武

洋

多

陽

水ヽ

　

辺

岸

官

端

渡

高

14 神 奈 川

之

平

治

明

勝

一
隆

敏

木

島

田

鈴

小

池

菅

博

子

子

子

夜

良

小

洋

田

日

本

田

杉

杉

宮

松

之

一
一
一
裕

久

洋

浩

向

美

田

田

田

日

三

本

豊

15 山  梨

孝

子

子

子

さ

映

み

美

川

崎

藤

野

津久

岩

斉

佐

６ヽ 新  潟

手

＋

淳

静

部

野

沢

村

阿

平

中

市

宗

男

信

司

則

晃

浩

誠

崎

山

本

人

橋

丸

梨

塩

夫

子

子

子美

秀

満

美

登

藤

上

内

田

佐

野

山

山

l.・    リチ

夫

代

子

理

奈

幹

秀

三

真

坂

岸

田

柳

永

山

山

二

18 1打  |||

之

勉

隆

博

博

　

正

敏

村

泉

　

上

河

今

米

二

台

ｒ

ｒ

ｒす

順

睦

静

や

村

野

泉

原

関

牧

今

塚

隆

子

子

子

理

芳

真

和

祐

水

川

向

田

清

今

田

原

19 イf   り‖

一
進

光

均

西

川

田

内

谷

　

谷

村

長

舛

堂

松  ド   カ
′
[き
「 リチ |り l  r
桶 谷 千鶴子
石 垣 粕i イ

夫

修

仁

博

晴

　

義

」ｌ‐
嶋

田

松

原河

中

羽

村

―-22-―
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番 号 県  名 成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 fr 少 年 女 r・

福  井

行

美

子

み

久

と

範

春

起

ひ

井

原

山

水

阪

小

中

清

静  岡

渡 辺 貴美イ
佐 藤 十  r
小 幡 陽 r

芦 沢 恵理 r

稔

博

司

洋

一品

十

田

辺

野

野

中

渡

天

河

，

´ 愛  知

保

孔

樹

志

孝

秀

宏

島

松

本

本

松

平

山

坂

多 賀 純 一

小 松 澄 r‐

渡 辺 喜 美

柳 田 智佳子

田 中 章 喜
奥 村 ひろみ
奥 円 恭  r‐
桜 井 由 美

重

夫

子

子

苗

鉄

秀

恵

早

田

田

田

子

本

島

福

平

岐  阜

上 原   章
日比野 悦 子
鷲 見 和 代
河 合 真由美

25 滋  賀

二

夫

治

郎知

健

龍

金

伊

原

村

村

田

藤

西

西

増

藤 11良 英
谷   美津代
若 村 弥 生
阪 口 典  r‐

信

十

夫

二

良

裕

英

進

上

本

端

浦

藤

山

竹

松

26 京  都

永 井 かお リ
岡 崎  1′l r
永 井 祥 走
」ヽ |コ  //t :走

″
‘ 大  阪

夫

彦

巳

一

敏

金

克

信

来

口
崎

尾

宝

松

宮

仲

品 川 則 之
葛 西  |り 1 子
横 山 十ルミ
原 口 恵 子

明

代

織

美

輝

全

千

升

岡

田

木

崎

片

松

新

尾

28 兵  庫

川原崎   敏
1/r 藤 真 弓
雑 賀 富 |:r‐
楠 田 光 r

29 奈  良

寛

二

美

代

よき

和

悦

村

利

本

田

木

浅

中

横

lf  本寸  ネ貞  副‖

占 賀 勝 志
貴 IH   党
中 村   稔

武 田 博 利
尾 崎 秀 r‐
小 林 万 11[
イf 橋 伊都 r^
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番 号 県  名 成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子

30 和 歌 山

収

波

子

美

理

穂

真

敦

治

葉

本

宇

千

坂

森

31 鳥  取

己

広

勉

人

哲

　

　

正

田

真

石

本

米

高

出

山

公

代

子

子

章

秀

京

幸

谷

津

丼

田

小

崎

安

岩

怜

司

志

樹

泰

隆

秀

根

本

原

原

山

中

藤

中

32 島  根

茂

穂

美

乃

美

弘

好

林

田

子

部

鹿

小

女

昌

安

33 岡  山

雄

勝

弘

男

睦

　

道

重

山

宅

原

田

中

三

藤

平

利

美

月

紀

武

裕

五

真

本

寺

部

下

岡

小

岡

森

夫

久

均

任

恒

隆

　

邦

本

木

江

林

岡

青

西

若

志

理

和

子

清

真

美

桂

利

野

田

原

毛

天

原

竹

34 広  島

治

美

子

美

代

健

裕

輝

雪

竹

山

原

本

佐

藤

池

山

35 山  口

美

澄

子

美

朱

真

光

雅

地

田

野

上

引

濱

長

井

光

子

子

鶴

善

弘

朋

千

村

原

村

岡

中

中

乾

36 香  川

行

昇

文

文

利

　

義

寛

口

下

田

野

日

新

峯

子

子

子

子

ミ
美

　

余

フ
由

高

早

条

井

田

崎

東

石

山

磯

雄

子

子

美

信

順

佳

明

尾

野

内

井

一局
熊

山

永

，
‘ 徳  島

男

美

江

子

さ

幸

球

あ

文

出

原

本

山

今

管

島

相

38 愛  媛

夫

合

子

恵

知

静

百

真

理

名

村

井

新

中

長

林

高  知

章

代

美

美

智

雅

由

久

越

添

岡

松

中

川

片

小

人

一
章

男

真

成

正

和

本

野

口
崎

坂

矢

山

竹
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番 号 県  名 成 年 男 子 成 年 女 子 少 年 男 子 少 年 女 子

40 福  岡

種

子

子

美

〈
ロ

義

百

峰

珠

田

本

口

川

本

桶

山

中

41 佐  賀

彦

秋

子

薫

奈

孝

千

美

地

崎

　

川

築

宮

森

岸

長  崎

佳

子

子

子代

正

彰

倫

喜

島

野

村

橋

香

岡

浜

高

三

り

鈴

子

ど

良

み

美

正

野

見

口
瀬

春

高

山

廣

43 熊  本

治

参

司

典

直

勇

恭

恒

藤

士

中

南

工

工

田

典

子

美

子

モ
↑

弘

美

裕

浩

村

　

良

中保

木

岡

相

久

生

章

男

幸

節

哲

幸

和

郷

上

東

田

本

井

伊

福

明

子

子

美

美

寿

和

喜

弘

田

峰

内

山

西

高

陣

森

44 大  分

一
子

子

子

力

紀

昭

淑

夕

由

立

武

井

野

足

春

酒

揚

45 宮  崎

子

子

子

美

保

　

由

幸

奈

聡

真

町

渡

留

畠

長

馬

稲

川

46 鹿 児 島

和

弘

男

樹

政

辰

隆

正

原

　

山

竹

榊

奥

東

美

子

枝

美

千

由

博

涼

美

真

石

岩

田

田万

厚

剥

前

九

三

誠

人

勝

昌

　

真

正

山

楽

木

田

鷺

安

松

元

ク
‘ 沖  縄

宏

代

子

子

昌

利

恒

村

里

間

嶺

仲

宮

儀

赤

大 会 の 注 意

1.各競技、練習会場とも、運動 ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別すること。

2.競技区域内には、競技者および役員以外は立ち入いないこと。

3.会場内は禁煙。喫煙は指定の場所ですること。

4.貴重品、その他の持物については、各自の責任において管理すること。

一-25-―

|

|

|

|

|

|



第35回国民体育大会バ ド ミ ン トン 競 技 男女総合 (天皇杯得点)成績採点表

―
―
い
０
１
１

総合成績計算委員長

成年男子 少年男子 成年女子 少年女子

ξl罰
得 1 暮
点 1 計

男 女 総 合 (天 皇 杯 得 点 )成 績

礎

参

カロ

得

′点



係
ゼ
、本
“
糞
ヽ
昧
ヘ
エ
ヘ
′′′
２
７ヽ

-27-
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第35回国民体育大会バ ド ミ ン トン 競 技 女子総合 (皇后杯得点 )成績採点表

―
―

い
∞
―
―

総合成績計算委員長

成 年 女 子 少 年 女 子
種

別

得

点

合

計

競
技
得
点
算
出
順
位

女 子 総 合 (皇 后 杯 得 点 )成 績

‖贋 種

別

得

点

‖贋

位

種

別

得

点

出 礎

計

‖贋

位

競

技

得

点

種
別
優
勝
得
点

参

加

得

点

1 北 海 道

青   森

岩   手

官  城

秋   田

山  形

福   島

茨  城

栃   木

群   馬

埼   玉

千   葉

東   京

神 奈 川

山  梨

新   潟

長  野

富   山

石  川



●       つ
■         91

―

毬

―

20 福   井

静   岡

愛   知

二  重

岐   阜

滋   賀

京  都

大   阪

28 兵   庫

奈   良

30 和 歌 山

鳥   取

島  根

岡   山

広   島

山   口

香  川

徳   島

愛   媛

高   知

福   岡

佐   賀

長  崎

熊   本

大   分

宮  崎

鹿 児 島

沖  縄

バ ドミントン女子総合採点表

|

||

||

||
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||
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|



◎第 4回 昭和24年 東京都 東京 YMCA(個 人戦オープン)

不動埋 位 位 位

一般男子

単
東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子

複

秀

男

敏

光

田

井

広

藤
一示東 椅川

1紹 場芽喜 北海道 1特 至  三 彙
一般女子

単
神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川 遠 藤 文 子

一般女子

複
神刹
1喜

子

子

よと

文

田

藤 ffia,il {il
子

き

歌

た

林

村

里

子

千

範

沢

藤

吉

後
知愛

◎第 5回 昭和25年 愛知県 栄小学校,白鴎小学校 ,東桜小学校 (総合優勝 神奈||1県 )

殷 位 位 位

一般男子

秀

男
宏
久

敏
光

淳
康

田
井

宮

田

広

藤

小
山

一示東
一
吉
次
道

淳

万
直

武

馬

谷
本

岡
相

大

松

奈神

保
郎

俊
守

三
英

藤

上
西

林

佐

村
葛

若

道海北

一般女子

とよ子

文 子
歌 子
とみ子

田
藤
林

川

吉
遠

小
荒

奈神

子

子
子
子

鈴
綾

久

照

谷

江

田
田与

水

堀
保
伊

愛

代

栄

子

子

絹

　
信
京

藤
藤
賀

岡

伊
安
佐

片

道海北

高校男子

裕

１

一
人

周
健
卓

田
山
塚

中

石

神
大
島

道海

男

雄

司
勇

光

成

健

川
辺

竹

１１

石
渡

大

野

知愛

明
喬

実

一

道
弘
　

昂

松
井

井

岡
村

江
藤

奈神

◎第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校,同付附属小学校 (総合優勝 愛知県

不礼 位 位 位

一般男子

秀

明

久

敏

道

康

田

　

田

広

岡

山

一示東
治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

大

阜岐

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

知愛

一般女子

子

子

子

綾

久

照

江

田

田与

堀

保

伊

愛 石川
[昌 骨墨: 北海道|〔  〔[ l

高校男子 愛知II][肯
直

夫

一

正

貞

秀江

東

西

諸

石

貞

　
慎

　
目

＾

八

太

裕

金

正

藤

　

中

後

林

田

阜岐

過 去 の 栄 冠

一-30-

|



◎第 7回 昭和27年  宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

llE位
申́

工立
工上

一般男子

秀
明

一
雄

放
道
昂
秀

田
　
井
原

広
岡
藤
吉

奈神

裕
二
俊
郎三

周
英
豊

田
山
西
坂

石
神
葛
野

道毎北

実
敏
茂
朗

立早
　
芳

井
宮
崎
藤

江
小
山
佐

一界東

一般女子

え
子
子
絵

さ
　
重

ま
悦
八
衣

原
　
田
倉

貝
登
高
米

川石

子
子
子
子

江知
成
京
京

中
谷
瀬
寺
之
野

田
中
生
小

一示東

子
子
子
子根

綾
久
照
美

江
田
田
野
与

堀
保
伊
水

愛

:冑 il交 り;r‐

雄
彦
潔
治

工又

一　

隆

月
田
石
本

望
倉
力
鈴

一示東

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉
根
藤
島

新
関
内
伏

奈

一
夫
三
稔

秀
晴
圭

江
上
本
田

諸
井
山
上

石

高校女子

子
子
子
子
津

廷
貞
美

一

瀬
尾
原笠

広
西
小
関

庫兵

照 子
弘 子
久美子
明

藤
嵐
藤
藤

十
佐
五
斎
佐

形

子
子
子
緑

代
良
美
光

川
野
田
島

脚纏
◎第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

闊 位 位 位

一般男子

秀
豊
久
博

敏

"頂

田
治
崎
田

広
佐
川
杉

奈神

男

一
郎
誠
一

光
秀
十

井
川
川
原

藤
諸
相
萩

工示東

司
三
昭
郎太

健
竜
哲
金

竹
岡
羽

大
松
丹
林

阜岐

一般 女子

子
子
子
子
み

文
歌
と
智

藤
林
川
野

遠
小
荒
小

奈神

子
江
子
子

久
弘
貴
悦
重

元
津
部
井

岡
梅
阿
荒

道海北

え
子
子
子

さ
　
麿
ス

ま
悦
須
ヤ

原
　
谷
駒

貝
登
島
町

石

:li本交り;子

敏
則
男
充

兼
方
竜
啓

石
藤
川
桁
谷

片
加
長
井

道海北

男
而
男

一

桂
直
幸
健

尻
　
外
崎
田

江
辻
半
岡

子

啓
夫
彦
明

牧
利
弘

川
岡
井
藤

越
花
析
内

奈神

高校女子

，Ｉ
′■
，す
一十

美宮
京
範
十

堀
津
藤
本

西
谷
佐
松

城宮

子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

人

秋

真

香

子
子
子
子
代

良
光
美
澄

川
田
野
野多

大
藤
竜
波

奈神

◎第 9回 昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

種別判 位 位 位

一般男子
治
司
三

忠
健
竜

越
竹
岡

玉
大
松

阜岐
勇
治
夫

与
貞

口
部
能
¨

野
服
稲

知愛
正

一
男久

友
亥

水
谷
本

清
釣
荒

山富

一般女了‐
イ
イ
子

美富
範
京

堀
藤
津

西
佐
谷

城宮
子
え
信

さ

悦
ま原

谷

澄
貝
渋

石
子
子
子

久
照
綾

田
田
江
与
保
伊
堀

愛

語il交り;子
健
正
昭

広
雅

場
反
藤

豊
御
伊

愛
信
三
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

石
一
宏
潔

健沢
内
辺
一里

富
伊
渡

愛

高校女
「

イ
イ
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

島福
美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
三

山岡
子
子
子
美
範
久
泰

沢
室
竹

大
大
大

知愛
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◎第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館,鶴見女体育館 (総舗 勝 神奈川県)

封 位 位 位

一般男子
秀
博
明

敏
　
道

田
田

広
杉
岡

奈神
司
三
弘

健
竜

竹
岡
井

大
松
酒

阜岐
一
男
満
久
友
亥

谷
木
本

釣
荒
高

山富

=般女子 福島|]量 [] 倒II‖ 蓄
み
:

江
子
子

久貴
悦
重

津
部
山

梅
阿
下

道海北

高校男子
一
英

一

栄
勝
順

井
島
岡野

永
北
小
一示東 石川

1糞 :外喜[
紀
房
至

仁
隆

田
垣
角

生
板
羽

形山

高校女子
子
子
子

文
節
基

野
田
宅

友
権
三

山岡
子
節
子

功
　
静

木
津
丼

々佐
三
管

城宮
子
代
子

豊
紙
怜

田
田
村

永
藤
藤

香

◎第11回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA,生 田中学 (総合優勝 岡山県)
llF位

種別 位 位 位

一般男子
博
明
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

奈神
弘
男
平

益
節
俊

田
木
村

上
増
武

阪大
志

一
道

清
俊
利

利

田
原

毛
前

石
山岡

一般女子
子
江
子

美貴

静
範

堀
寺
藤
野
西
小
佐

城宮
子
子
子

文
節
政

野

田
本

友
権
光

山岡
子
子
子

貞
洋
奎

尾
藤
森

西
加
金

庫兵

高校男子 痢瞳量[首
夫
徳

一

邦
正
竜

柳
桐
本

ツ
田
四
小
岩

道海北
房
考
志

隆
重
勝

垣
岸
水

板
山
鎚

形山

高校女子
工
子
子

ヌキ
桂
衣

井
上
下

横
井
山

香
子
子
絢

桂
寿

林

田
岸

小
戸
根

山岡
節
子
子士心

英
与

浦
倉
浦

三
沼
三

城宮

◎第12回 昭和32年 静岡県 富士市体育館,富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

顆 位 位 位

一般男子
朗
博
男

芳
　
和

藤
田
倉

佐
杉
新

奈神
雄
潔
三

文
　
俊

月
石
木

望
力
鈴

一示東
夫
隆
爾

良
嘉
修

中
野
山

島
星
神

道海北

一般女子
工
子
子

キ
桂
衣

井
上
下

横
井

山

香
子
子
子

節
政
桂

日
本
林

権
光
小

山岡
子
子
子

良
歌
英

川
林
川

大
小
石

奈神

高校男子 倒櫨量I意
夫
男
章

明
和
知

井
田

酒
村
堀

石
隆
祐
豊

英
野
脇
田

平
森
富

根島

高校女子 香川嘔「ぢ「:
子
子
子

良
弘
禎

橋
村
野

掛
西
佐

岡静
子
子
子
喜
美

順
悠
富

田
田
田

有
長
松

石

―-32-―
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◎第13回  昭和33年 富山県 高岡女高体育館,南星中体育館 (総合優勝 東京都)

順位奎́ 位 位 位

―
‐

般 男 子

敏
啓
夫

兼
　
牧

石
川
岡

片
越
花

一示東

博
朗
久
芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

奈神
弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

阪大

一般女子
工
子
子

ヌ
　
茂

キ
久
外

井
下
島

横
山
田

香

子
子
子

歌
良
文

林
川
見

小
大

二

奈神
子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

山岡

高1交男子

弘
憲
賢

義
善

森
垣
株

金
板
小

形山

春
司
肇

幸
武

本
永
戸

鈴
宮
貝

一示東
一
嗣
正

晃
高
安

森
榎
中

良奈

高校女子

子
子
子
み

文

と
和

本
木
本

藤
有
福

川香

子
子
子

洋
玲
桂

島
島
駆

高
中
栂

山富 石川11,I久:
◎第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

岳
電

f立 位 位

一般男子
朗
久
潔

芳
昌

藤
藤
口

佐
佐
関

奈神
治
夫
男

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

石
志
博
貢

清
康

王
松
松

松
小
小

阪大

一般女子
子
子
子や

良
文
み

川
見
野

大
三
権

奈神 香川曙1;iヨ
坪
島
島

大
高
中

山富
あい子
洋 子
玲 子

教員男子
博
副
治義

田
本
原

杉
山
石

奈神
雄
夫
郎四

茂
敏
敬

藤
来
野

佐
宝
北

阪大
榔
司
規

登
和
直

田
川
田

平
市
柳

一示東

高校男子
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

城宮
彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

道海北
彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

奈神

高校女子
子
子
子
み
文
と
和

本
木
本

蔵
有
福

香
子
子
子

ノ

利
セ
待

沢
村
原

伊
志
石

岡静
子
子
子
智
智

桂
美
美

尾
　
井

野栂
橘
酒

山富

◎第15回 昭和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

漱 位 位 位

一般男子
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

永
北
員

一示東
朗
治
勤

芳
啓

藤
藤
石

佐
遠
砥

奈神
男
徳
雄

久亥
二
幸

木
沢
野

荒
扇
大

山富

一般女子
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾

高
中
栂

山富
工
子
子

チ
政
満

坂
村
山

脇
木
横

田秋
江
子
子

津
　
ツ

志
利
セ

村
沢
村

野
伊
志

岡静

教員男子
匡
夫
寛

晴石川
1堂罐

博
副
治義

田
本
原

杉
山
石

奈神
二
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

宮
脇
鈴

田秋

高校男子 倒
1昼∫曇」

彦
男

一

勝
勇
清

藤
沢
橋

佐
出
高

形山
学
淳
祐羊

部
原
藤

阿
笠
伊

潟新

高校女子
美智子
美智子
敦 子

井
田

橘
酒
平

山富
子
子
子

文
信
久

井横
林
森

香
子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長

田秋

―-33-
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◎第16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)
順 位

種別
位 位 位

一般男子
敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

一界東
朗
三
治

芳
恵
啓

藤
崎
藤

佐
岡
遠

奈神
房
男
任

隆
勇

垣
沢
村

板
出
北

形山

一般女子 富 山
1橿

里子『 曇暮ョ
子
子
子

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

田秋
子
子
子

ヤツ
知
文

川
井
井

宮
福
横

香

教員男子
匡
夫
三

晴
圭

方
山
尻
原
北
河
江

石
博
郎
彦

敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神
隆
司
喜

安
裕
弘

坂
本
橋

脇
鈴
高

田秋

高校男子
一
司
昭

紘
武
義

竹
沢
野

大
安
星

潟新
光
潔
治

富
　
直

村
浦
本

中
松
松

道毎北
勲
男
博

真
田
山
川

平
秋
早

梨山

高校女子
子
子
子

弘
詔
淳

藤
原
日
笠
佐
小
矢

形山
子
江
子

紀
博
昭

木
野
山

高
天
影

岡静
子
子
子

津
　
モ

美
綾
モ

藤
山
門

伊
横
大

秋

◎第17回 昭和37年 岡山県 岡山県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝東京都,富山県)

"『

気イ立
重́ 1立 イ,こ 位

‐舟tttt F‐
男
豊
雄

中
少
　
鎮

野
田
門

星
富
井

一示東 脚
1喬 搭

治
勝
．二

啓
敏
恵

英
雄

一

克
好
陽

島
宮
川谷

北
小
長

愛

・般女 F
Ｆ
ｒ
ｒ

知
文
久

本
井

福
横
森

香

子

ｒ

子

美
美
桂

井
尾

橘
酒
栂

山富
ｒ
ｒ
ｒ

政
満
奉

村
山
橋

本
横
高

秋

教員男子
匡
夫
三

晴
桂

川
山
尻
原
北
河
江

石 脚
1静

博
彦
郎三

捷
敬

田
山
田

隆
司
光

安
裕
俊

坂
木
崎

脇
鈴
真

田秋

高校男子
務
男
紀

治
善

田
川
野

本
荒
阿

潟新
征
夫
誠

一
孝

一

野
田

西
須
関

一示東
昭
勇
明

国
　
義

谷
川
上
谷
奥
長
三

森青

高校女子
子
子
子

妙
光
和

崎
村

橘
室
河

山富
シ
子
子

ヨ

ト
サ
幸

塚
門
瀬

大
大
間

田秋
子
枝
子

淳
百
泰

塚
放
村

高
重
七

山岡

◎第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)
順 位

種 別
位 位 位

一般男子
雄
憲
隆

好
善
整

宮
垣
熊

小
板
稲

知愛
雄
司

一

鎮
武
栄

門
永

井
宮
堺

一示東
男
豊
茂

中
心　
春

野
田
崎

星
富
山

根島

一般女子
子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
子
子

茂外
文
久

島
井

田
横
森

香
子
子
子
智
桂
美
光

尾
井
崎

栂
酒
室

山富

教員男子
匡
夫
三

晴
桂

方
山
尻
原
北
河
江

石
博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山
倒
1顔

弘
郎
明
四
吉
敬
輝

古
野
岡

世大
北
片

阪大

高校男子
夫
男
春

義
光

一

野
田
口

星
裏
樋

潟新
誠
安
正

一　

和
村
屋

関
中
古

一界東 北海道
1爆保] 昂 曇

高校女子
子
子
子代

和
昭
千

沢
本
出

前
松
小

木栃
子
子
子

和
純
泰

藤
沢
内

後
茂
竹

潟新
子
子
子

幸
裕
泰

森
田
田

高
高
村

道海北

―-34-一



◎第19回 昭和39年 新潟県 県立三条高等学校体育館 (総合優勝 新潟県)

重́
順 位

位 位 位

一般男 F
雄
憲
昭

好
善
隆

宮
垣
后

小
板
岩

知愛
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
堺

一示東
治
男
力

正
和

田
田
田

新
村
沢

石

―‐般女 r
子
子
子
茂
文
外
久

井
島

横
田
森

香
子
子
子

満
寿
文

山
橋
崎

横
高
長

田秋
子
江
子

紀
博
螢

木
野
后

高
天
岩

阜岐

教員り)F
一
司
夫

紘
　
俊

部
井
藤

渡
永
佐

潟新
匡
夫
三

晴
桂

方
山
尻
原
北
河
江

石
博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

奈神

高校男 チ
造
夫
毅

正
和

本
田
山

鈴
神
片

潟新
夫
修

一

芳
　
年

本
壁

森
橋
真

良奈
昭
之
則

正
博
弘

野
野
林

立
盛
高

山富

高1交 女 F
子
ヨ
枝

カタ
コ
初

本
島
田

植
大
武

木栃
子
子
子
美
重

泰
恵
八

内
本
野

竹
石
高

潟新
ミ
子
子
枝
ミ

フ
美

ユ

木
川
谷

々
　
一頁

佐
中
加

田秋

◎第20回 昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)
順位

工
里

位 位 位

一般男 r‐
雄
憲
彦

好
善
敏

宮
垣
川谷

小
板
長

知愛
一
司
六

栄
武
十

水ヽ
上

堺
宮
田

京東
昭
朗
頭

義
立

条
口
田

東
山
牟

香

―‐般 女 r
子
江
子

紀
博
康

木
野
田

十向
〓〈
す
回

阜岐
子
子
子

文
久
和

井
　
藤

横
森
加

香
子
子
子

和
妙
泰

藤
崎
内

後
石
竹

潟新

教員男子
夫
匡

一

晴山
方
西

原河
北
村

石
良
剛
志

茂
　
弘

田
森
島

杉
笹
中

道海北
志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校男 r
一
之
雄

昌
信
邦

尾
前
坪

栂
寺
中

富
矩
修
則智

幸
　
美

山
関

堀
杉
尾

阜岐
才

一
一

俊
憲
公

壁
村
野

真
河
滝

良奈

高校女子
枝
子
子

光
妙
栄

藤
脇
田

近
才
池
阪大

子
子
子代

葉
良
美

橋
葉
本

高
稲
川

阜岐
美
子
子
代
ト

明
喜
サ

野
崎
田

上
石
吉

本栃

◎第21回 昭和41年 大分県 日田林工高体育館 (総合優勝 新潟県)

濶
一般男子

雄
憲
司

好
善
武

宮
垣
沢

小
板
安

知愛
三
男
勇

恵
真

崎
山
上

岡
秋
三

梨Ｌ
司
也

一

武
大
俊

永
中
武

宮
田
春

分大

‐12女 ∫
′ 子

江
子

紀
博
康

木
野
田

高
天
高

阜岐
子
子
操

昭
妙

藤
崎
藤

後
石
加

潟新
子
子
子

満
奉

ユ

山
橋
谷賀

横
高
加

田秋

教員男子
良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

道海北 石川
1署
男山 夫

匡

一

晴
　
栄

勝
志
敏

清
尭

宅
利
木

三
毛
柳

山岡

11:オ交り;r
次
宣
作

順
　
良

間
橋
田

本
高
奥

潟新
郎
清
利

一
　

一

妻
川
工可

我
市
寒

城宮 一
弘
庸

和
健
忠

辻
崎
田

西
西
小

香

高校 女r
子
子
子

茂
　
ゲ

登
幹
シ

山
藤
藤

小
遠
伊

形山
子
子
薫

美恵
悦

間
下
坂

本
日
高

潟新
江
子
子

博
恵
民

本
日
藤

湯
浦
佐

山岡

―-35-―



◎第22回 昭和42年 埼玉県 越ケ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)
順位

種別
位 位 位

一般男子
憲
司
宏

善
武

一

垣
沢
林

板
安
小

知愛
平
彦
治

一
洋
啓

島
本
藤

小
山
遠

奈神
一
六
八

栄
十
平

上
橋

堺
田
本

京東

一般女子
子
子
江

みと
文
真

木
井
本

有
横
山

川香
美
子
操

明
和

嵐
藤
藤

十五
後
加

潟新
子
江
子

紀
博
雅

木
野
賀

高
天
虫

阜岐

教員男子
隆
郎
之

芳
史
信

水
木
山

清
正
松

山富
良
彦
夫

茂
惟
功

田
達
山

杉
安
上

道海北
夫

一
功

和
紘

茂
部
地

加
渡
菊

城宮

高校男子
実
保
寛

田
島
口

米
松
谷

山富
一
昭

一

公
正
博

野
林
輪

滝
小
葛

良奈
夫
夫

一

幹
哲
純

間
田
戸

門
山
本

城宮

高校女子
子
子
薫

チ
和
マ
美

沢
子
坂

相
金
高

潟新
子
子
美

恵千
経
清

片
森
下

小
竹
山

香
枝
子
子

津
代
美
加
和

仲
　
波

田
枝
印

木栃

◎第23回 昭和43年 福井県 福井県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

位 位 位

一般男子
三
男
登

恵
真

崎
山
中

岡
秋
田

梨山
平

一
人

一
悠
直

島
良
辺

小
吉
渡

奈神
一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関

一示東

一般女子
子
江
子美

紀
博
久

本
野
藤

高
天
安

阜岐
とも子
小夜子
美津江

橋
野
仲

高
水
田

一示東
美
子
子

明
和
邦

嵐
藤
林

十五
後
小

潟新

教員男子
治
参
身

直
勇
健

藤
原

南
工
芦

本熊 石り||1首 喜 匡

一
一栄

志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

山岡

高校男子
博
治
茂

敏
正

上
島
目

二
草
布

山富
男
男
臣

好
光
政

藤
所
藤

遠
田
伊

形山
昇
宏
男

路
守

田
藤
立

岩
後
足

阜岐

高校女子
子
子
子

よ
泰
き
弘

山
山
崎

平
柴
高

阪大
子
子
子ろ

泰
幸
ひ

武
本
沢

宮
福
赤

香
子
子
子

美
　
里

栄
礼
由

川
中
竹

堀
竹
大

潟新

◎第24回 昭和44年 長崎県 諫早市体育館,県立諫早高校体育館 (総舗 勝新潟県)
順位

種別
位 位 位

一般男子
三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山

平
人
三

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

奈神
一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関
一示東

一般女子
子
江
美代

紀
博
千

木
野
橋

高
天
高

阜岐

子
江
子

も
津
夜

と
美
小

橋
仲
野

高
田
水

都一示

り
子
子

お
枝
か
三
繁

井
下
崎

永
山
岡

都一示

教員男子
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

本熊
志
勝
敏

清

尭

利
宅
本

毛
三
柳
山岡 石り||1暮

[

匡

一
一

栄

高校男子
享
司
敏正

田
泉
原

本
小
九

潟新
夫
郎
稔
次
通
台

田
生
辺

内
桐
渡

馬群
忠

一
勇

安
憲

村
村
野

野
河
西

良奈

高校女子
子
子
美

よき
弘
照

山
崎
場

柴
高
大

阪大
子
子
子

恵
和
島

川
田
谷

及
脇
紅

阜岐
か
子
子

ず
　
さ

し
茂
ま

月
崎
津久

望
石
阿

木栃

―-36-
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◎第25回 昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)

"頂

1立

種 別
位 位 位

一般男子
三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

梨山
孝

一
二

信
昌
健

田
尾
木
野
池
栂
鈴

一示東
平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

奈神

一般女子
子
子
子
チ
悦

マ
和

中
沢
藤

竹
相
後

潟新
子
江
子士

紀
博
富

木
野
原

高
天
桑

阜岐
子
子
か
代
ず

昭
喜
し

本
崎
月

松
石
望

木栃

教員男子
士
夫
彦

彦
邦
和

木
本
沢

々
々

佐
佐
永

手岩
匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

石
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
工
芦

本熊

高校男子
司
真
美

康
　
繁

内
川

選
竹
西

良奈
治
治
吾

欽
勇
信

谷
村
山

銭
竹
青

石
夫
壮
雄

信
　
吉

橋
藤
藤

高
佐
佐

手岩

高校女子
子
美
子

理
代
真
八
幸

尾
本
本

西
秋
秋

阪大
枝
子
江

敏
幸
静

林
井
田

小
藤
池

木栃
美
美
子

秀
清
静

東
　
所

川
森
田

香

◎第26回 昭和46年 和歌山県 湯浅中学校・耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県

"『

ミイ主
種別

位 イ立 位

‐般男子 脚
|』 常曇含

三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

梨山
夫
満
治

芳
　
義

田
藤

森
河
安

阜岐

‐般 女 F
美
子
子美

明
和
恵

木
藤
間

鈴
後
本

潟新
子
子
子

も

良
と
陽

田
蓼
山

杉
味
秋

奈神 Jし海道
1景 ‖ 警産:

教員男子
昌
二
信

良
健
良

田
原
上

呆久
藤
藤

賀滋
隆
味
伸

詳
光

西
藤

森
中
佐

山歌和
生
治
参

節
直
勇

郷
　
藤

本
南
工

本熊

高オ交男 r
雄
裕
行

征
　
直

田
木
野

土
鈴
佐

潟新
樹
微
成

茂
　
忠

本
内

山
倉
岡

山歌和
美
弘
夫

繁
　
基

川
野
井

西
佐
中

良奈

高校女子 大 破
1議 桑 量衰手

子
子
江
み
陽
す
瑞

葉
内
村

千
宮
本

島福
子
江
美

美
久
寿
喜

一

田
宅

林
平
三

山岡

◎第27回 昭和47年

纏誇ドヽ理蟄J 一
太陽国体 鹿児島県

イt              ~1

南高校体育館 (総合優勝 東京都)
~位

 | 三  位

一般男子
平
人
樹

一
直
秀

島
辺
川

小
渡
宮

奈神
二
孝

一

健
信
昌

本
田
尾野

鈴
池
栂

一示東
二
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

梨山

‐般女 r
江
子
子

博
悦
茂

木
中
崎

東 京
|:

代
江
子

香
静
康

本
田
居

橋
池
富

知愛
子
代
美

恵千
幸
清

片
西

小
小
森

香

教員男子
隆
味
夫

詳
幹

西
間

森
中
間

山歌和
晃
倍
昇

井
藤
田

別
斉
森

木栃
匡

一
進

栄石川
1首谷1

高校男子
夫
正
弘

基
義
敏

井
田

中
南
辻

良奈
夫
行
男

敏
放
助

下
島

原
山
谷

石
悟
勝

一屯

西
田
藤

古
角
後

阜岐

高校女子
子
子
子

幸
幹
敦

本
田
田

秋
高
徳

阪大
子
子
子

洋
浩
真

日
間
田

矢
本
今

形山
子
代
美
千
尚
美
清

田
野
野

山
平
瀬

葉千

―-37-



第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都)

'順

位
種 別

イ立 位 位

一般男子
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
誠

一
孝

一
昌
信

尾
田

関
栂
池

一示東
次
保
寛

頂間
島
口

本
松
谷

知愛

一般女子
江
子
子
チ
博

マ
悦

木
沢
中

湯
相
竹

一界東
美
美
生

清
秀
弥

東
尾

森
川
長

香
江
子
子

博
功
悦

野
沢
野

天
広
日

阜岐

教員男子
英
信
二

良
良
健

上
上
原

藤
藤
藤

賀滋 石川
1県
谷出

一
進
修

禾̈ 司
三
夫

昌
和

井
山
藤

水ヽ
一尚
斉

形山

高校男子
美
之
雄

正
博
治

村
川

西
梶
上

山富
繁
光
之

芳
弘

田
部
嵐十

寺
矢
五

島福
昭
三
夫

文
恵
利

田
重
内

池
松
坪

良大
小

高校女子
子
子
子美

敦
幹
恵

田
田
野

徳
高
植

阪大
子
代
美
千
尚
美
清

田
野
野

山
平
瀬

葉千
子
子
子

正
礼
友

田
水
原

堀
清
福

形

◎第29回  :昭和49」羊 水と緑0ま ごころ国体  蒼昔量響黒害諮
校体育館

(総合優勝 東京都)

"贋

付
位 上Ｉ 位

一般男子
孝

一
満

信
昌
茂

田
尾
井

池
栂
今

一示東
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
保
次
寛

頂
島
間
口

松
本
谷

知愛

一般女子
子
子
子
知
よ

茂
真
き

崎
田
山

石
今
柴

一示東
子
子
美

静
豊
秀

所
口
東

田
山
川

香
子
子
子
千
静
美
百

村
野
島

田
高
藤

道海北

教員男子
夫
志
隆

幹
隆

間
藤

門
武
森

山歌和
一
進
夫

栄
　
秀

川
来
谷
原
長
高

石
昭
和
郎太

利
昌
健

藤
本
川

佐
関
大

城茨

高校男子
二
彦
之

孝
俊
信

山
島
藤

米
中
加

形山
一
和
博

良
久
信

本
倉
田

塚
小
村

良六
小

幸
博
平

博
芳
幸

川
訪
村

谷長
諏
中

井福

高校女子
子
工
子
ノ
一署

和

ソ
由

根
塚
藤

関
大
佐

潟新
美
子
子

弓
英
真
千
幸

田
山
辺

牛
片
渡

香
子
子
子

美
　
弥

恵
好
寿

野
川
村

植
石
北

阪大

◎第30回  昭和50年 たくましくあすをひらこう みえ国体 詈ヨ翼瑾
阪
(秘祈
y)

」
）

一
|

位
"頂

イ立
季朝 J イ立

成

年

男

子

一 般 脚
1豊 曇麦「

孝

一
治

信
昌
欽

田
尾
谷

池
栂
銭

一示東
之
勉
男

博
　
和

村
泉
沢

河
今
米

山富

教 員 石川
1黒鋼
栄一
進
修

治
夫
郎次

勇
俊
台

井
　
生

今
関
桐

喝群
一
一
治

紘
純
良

辺
戸
岩

渡
木
白

城宮

成年女子
江
加
子よ

博
美
き

本
田
山

湯
池
柴

一示東
美
子
子

秀
静
豊

東
所
口

川
田
山

香
子
美
子

雅
明
敦

田
田
原

石
三
藤

山司

少年男子
浩
夫
司

伸
章
裕

岡
田
島

吉
宮
田

良奈
士
口
Ａ〈
士
′し、

庄
直
宏

森
井
本

宮
酒
坂

石
孝
隆
夫

光
　
隆

川
沢
戸

橘
沼
宍

城宮

少年女子
子
子
子

美
弥
恵
寿
好

野
村
川

植
北
石

阪大
美
子
花

一九
い
知

口
野
崎

谷
横
野

重三 香川
1選 搭菫粍

一-38-一



年達薫撃様暮縄総合優勝割園
順 位

種 別
位 位 位

成

年

男

子

一 般

平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

奈神
勉
男
男

光
和

泉
野
沢

今
牧
米

山富 石川
|』谷貰正虜

教 員 石川
1最剣

一
進
修

栄 男
司
郎次

俊
勇
台

井
生

関
今
桐

馬群
夫
志
樹

幹
隆
茂

間
藤
本

門
武
山

山歌和

成年女子

江
子
子知

博
茂
真

木
崎
田

湯
石
今

一示東
子
子
美由

英
静
真

原
所
田

石
田
牛

香
子
代
子

理
津
真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

阪大

少年男子
生
均
嗣

成
　
昌

山
田
本

重
森
坂

石
進
司
武

博
橋
山
堀

北
西
西

賀滋
彦
明
二

勝
　
敬

野
原
田

平
土
木

香

少年女子
子
子
美
美
好
久
茂

川
　
村

石
平
河

阪大
子
子
子

恵
良
友

木
井
藤

青
藤
佐

潟新
子
子
子み

順
睦
ふ

永
枝
野

徳
松
永

京東

◎第32回 昭和52年 あすなろ国体 青森県浪岡町民体育館(総合優勝 青森県

種別
順位

位 位 位

成

年

男

子

一 般

雄
雄
雄

幹
佳
証

崎
野
田

尾
飯
土
玉埼

孝

一
治

信
昌
欽

田
尾
谷
野
池
栂
銭

一示東
平
行
弘

一
教
敏

島
井

小
笠
辻

奈神

教 員
一
進
光

栄
　
吉

川
田
谷
原
長
舛

石
司
夫
郎次

勇
恒
台

井
原
生

今
栗
桐

馬群
夫
樹
和

幹
茂
正

間
本
山

門
山
米

山歌和

成年女子

恵
加
子

博
美
茂

本
田
田

湯
池
池

一示東
子
代
子

理
津
真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

阪大
子
子
美由

英
静
真

原
所
田

石
田
牛

香

少年男子
司
司
樹

博
忠
和

山
部
田

西
矢
山

賀滋
永
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久
関

木栃
一
悦
二

勇
誠
俊

藤
美
内

丹
補
島

森青

少年女子
子
美
子

美久
茂
恵

村
口

平
河
原
阪大

理
香
枝

由
圭
史

田
村
田

浜
田
寺

知高
子
子
代

々

明
奈
瑞

西
下
沼

葛
山
柳

森青

◎第33回 昭和53年  やまびこ国体 長野県塩尻市立体育館 (総合優勝 貪ヨ本県)
り狽 1工

種別
位 位 位

成

年

男

子

一 般

男
博
夫

光
和
龍

所
場
村

田
大
西

葉千
勇
裕
男法

木
山

棒
鈴
丸

潟新 川
|』谷‖正ξ石

教 員

進
光
修

士
ロ

川
田
田

谷長
舛
和

石
司
夫
和

勇
恒
盛

井
原
崎

今
栗
岩

馬群
参
悟
文

勇
　
芳

藤
津
中

工
稲
田

本能
（

成年女子
代
子
子

津美
幸
文

本
林海

谷
秋
東

阪大
子
江
子

〈
ロ
百
富
峰

本
山
口

桶
丸
山

岡福
子
子
枝

久
裕
藤

能
山
野向

沼
日
日

本栃

少年男子
憲
二
章

俊
浩
哲

石
藤
上

本
権
井

本熊
人
弘
徳

雅
正
英

井
嵐
貝
十
桜
五
須

形山
浩
司
司

正
悟
栄

科
田
嶋

保
横
川

賀，准

少年女子
美
枝
子

広

一
優

岡
沢
藤

月
中
斉
潟新

子
子
美

代加
康
里

野
田
賀

上
高
海

木栃
子
子
子

裕
恵
ス

川
口
田

合
原
北

阪大

―-39-



◎第

“

口 昭和54年 日本のふるさと宮崎国体宮崎県西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)
順位

種 別
位 位 位

成

年

男

子

一般

男
博
之

光
和
富

所
場
本

田
大
織

葉千
平
清
明

一　

敏

島
橋

小
高
菅

奈神
男
男
敏

好
敏
正

藤
村
原

遠
木
九

道海北

教 員

進
修
光士

ロ

川
田
田

谷長
和
舛

石
司
夫
博

勇
恒
智

井
原
木

今
栗
鏑

馬群
二
信
之

健
良
重

原
上
坂

藤
藤
脇

賀滋

成年女子
子
枝
代

裕
藤
和

山
野
篤
向
日
日
大

木栃
子
子
子

文
明
恵

林
西
日

海東
高
原

阪大
子
子
子

代
　
代

佐
高
加

井
田
川

平
山
前

香

少年男子
二
介
章

浩
英
哲

藤
上
上

権
村
井

本熊
治
太
史

佳
　
佳

野
西
田

岡
小
竹

香
浩
正
志

良
　
正

場
口
島

馬
小
大

木栃

少年女子
子
子
代

ミ
出
千

ス
日
美

田
田
田

北
植
富

阪大
子
子
子

直
え
栄

井
藤
岡

藤
遠
富

潟新
代
子
子美

安
和
貴

添
峯
内

川
高
陣

本熊

◎第35回 昭和55年 栃の葉国体 栃木県真岡市総合体育費 )宮 (総合優勝

順位

種別
位 位

成年男 r

成年女 r

少年男子

少年女 r‐

メ モ

-40-
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バ ドミン トン競技会場周辺配置図

駐

車

場

真岡市役所

市 民 公 園

6
駐 車 場

∩
駐 車 場

特
％
訓

』

鈴

-41-



(商工会館 )

選手控所

バ ドミントン競技会場敷地内配置図

(医師会館 )

選手控所

□
特
殊
車
輛

士π ○ f,r:'fi jF rt -*
湯茶接待所

日

日

□

□

「

□

□

師

□

□

爾

競

技

会

役

員

|

-42-
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バ ドミン トン競技会場配置図(1階 )

(真岡市総合体育館)

日

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

日

競
技
会
役
員
席

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ⑩ ltl

総

務

委

員

線

審

主

任

点

示

主

任

召

集

主

任

記

録

委

員

記

録

主

任

進

行

委

員

進

行

主

任

放

選

主

任

放

送

委

員

―-43-―
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バ ドミントン競技会場配置図(2階 )

1 子|
16F;【 |

|こンソ|
| ドク |

便
所
安
〉

便
所
男
）
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一 選 手 控 室 (商工会館)

第
二
中
会
議
室

四
国
地
区

大 会 議 室

関東地区   ζ北信越地区
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バ ド ミ ン トン の 手 引

バ ドミントン競技について

バドミントン競技は、ネットをはさんで、二組の

競技者が、シャトルコックと呼ばれる、水鳥の羽根
をコルクに埋め込んだ球を、ラケットで打ち合い勝

敗を競 うものであるが、近代スポーツとしてのバド

ミントンの母体となったものは、18"年代にインド
のボンベイ州にあるプー十という町ではじめて行わ

れた “プーナゲーム"で あるといわれている。
このインドで生まれたゲームがイギリスに伝え%
れ、バドミントンという名称で、普及し、競技規則
の整備、技術の進歩により、近代スポーツとして、

確固たる地位を築き上げてきた。

レクリエーションとしてのバ ドミントンは、わが

国では、古くかい行われてきた “追い羽根"と 共通
するところもあり、広く普及しているが、競技とし

てのバドミントンは、走力、瞬発力、持久力等、あ

いゆる能力を要求されるスポーツである。

一流プレーヤーのラケットかい飛びだすシャトル

は、時速 2∞ キロを越える初速で相手コー トに突き刺
さるスマッシュとなり、数 メー トルの高さから、ほ

ぼ垂直に相手コー トの後方に降下するハイ・ クリア

ーとなり、またネットの_L端から転がり落ちるヘア

ピンショントとなるように、その動きは変幻自在で

あり、スリルに富んだゲームが展開される。

シャトル(Shuttle)と いう言葉には、行き来する
という意味があり、羽根球が選手の間を往復する様
子からこの名前がつけられたものと思われる。ラケ
ットは、かつては木製のものが使用されていたが、

技術の発達により改良が進められ、スチールシャフ

トの開発、そしてオールスチールの登場となり、現

在 も、より弾力性に富んだラケットの開発が進めら

れている。これに伴いラケットの重量も軽量化し、

現在は100～ 120gの ものが多く使われ、ゲームのス
ピー ド化に対応している。

さて、 イギリスで普及したバドミントンは、1893
年には英国バドミントン協会が創設され、18"年に
は第 1同全英選手権大会がロンドンで行われ、普及
に大いに貢献することとなった。さいに、力十ダに

1921年協会設立、19"年 ニュージーランド、19∞年
デンマークと世界各国にバドミントン協会が設立さ

れるに至り、国際的なスポーツとして普及発展する

こととなった。これを受けて19秘年には国際バドミ

ントン連盟 (International BadmintOn Federation
=I.B.F.)が ロンドンを本部に創設され、現在では
日本を含め約6Cl力 国が加盟 している。

IFl際化に伴い、1939年には、「国際バドミントン競

技規則 Jが制定され、1948年には第 1回 トマス●カッ
プ争奪世界選手権大会がイギリスのグラスゴーで開

催された。これは男子の大会であるが。1957年には

女子の世界選手権であるユーバーカップ争奪世界選

手権が開催され、また、1977年新たに個人の世界選

手権大会を開催 し、いずれも3年 ごとに開催されて
いる。

わが国における普及と現状

現在のバドミントンゲームが日本に伝えいれたの

は、大正の末期かい、昭和の力期にかけてで、主に

横浜・神戸などの在留外人を通 してであ ,́た といわ

れ、昭和21年 (1946年 )日 本バドミントン協会が設立

された。

以降、昭和22年 (1947年 )日 本体育協会に加盟、昭

和24年 (1949年 )国民体育大会種日に正式に採用され

るなど普及発展し、現在47都道府県に協会が設立さ

れている。

また、学生、実業団等の全国連盟も設立されてお

り、日本協会主催で全日本総合、全日本実業団、全

日本社会人、全日本教職員、全日本学生、全国高校、

全国中学生、国民体育大会などの全国的大会が行わ

れている。

世界的大会には、第 3回 トマス杯(1955年 )初参加
以来、各種の大会に参加 し、活躍を続けている。

男子は第 7回大会(1966年～67年 )で準決勝まで進
出し、これが トマス杯大会史上最高の成績である。

一方女子は、1966年にューバー杯第4回大会に初
参加で初優勝の快挙を成し遂げ、第 7回大会ではイ
ンドネシアに敗れたものの、第 8回大会(1978年 )で
ユーバー杯奪回に成功 している。

個人では、第 1回世界選手権 (個人)大会女子複で

栂野尾悦子、植野恵美子組が優勝 している。

世界で最も古く、強豪の集まる全英選手権大会に

は、男子の小官好雄が1963年初参加でベスト8に進
出。1966年 には秋山真男が準優勝、1969年に小島一

平が単複 3位に入り、小島は、1970年にも単で 3位
となっている。

女子は、湯木博恵の単 4回優勝 (1969年 、1974年
1975年、1977年 )を はじめ、竹中悦子 (1970年 )、 高木

紀子 (1972年 )と 単を制 し、複でも、相沢マチ子・竹

中悦子組が 3度 (1972年 、1973年、1975年 )高木紀子
・湯木博恵組 (1971年 )栂野尾悦子・植野恵美子組

(1977年 )徳田敦子 。高田幹子組 (1978年 )が 1度ずつ

優勝 している。

このように国際舞台で活躍するようになるにつれ

て、競技としての正当な評価を受けるようになり、

またレクリエーションとしても各階層の人々に広く

受け入れ′)れ るようになってきた。
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国民体育大会には、昭和25年第 5回愛知国体から
正式参加 し、現在は、成年男子 、成年女子、少年男

子、少年女子の 4種 目が行 われ、ダブルス 1、 シン

グルス2に よる都道府県対抗 トーサ メン ト方式であ

る。

競 技 の 見 方

主なシャトルの飛び方 (フ ライト)は高く打つハイ

クリヤー、スマッシュ、 ドロップショット、ネット
で攻め合うヘヤピンショットなどで、とりわけネッ

トに当って伝わるようなプレーがデリケー トに応酬

されるときはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させていく競技な

ので、「より早く」 「より高くJ「より前で」がゲ
ームに勝つための三原則 とされている。

試合は単、複 (混合)の 2種類で、 1試合 (マ ッチ)
は 1ゲーム15ポ イント(女子単のみ11ポ イント)で 3
ゲーム(2ゲーム先取 )で行われる。
サーブした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ポ イントが

与えられてサービスを続け、レシ,ブ側 (ア ウトサ
イド)が勝つと得点は変らずに、サービスォーバー
となってアウトサイドがインサイドとなる。但 し、

ダブルスの第 2イ ンニングからはパー トナーがセカ

ンドサーバーとなるので、 2度のフォルトによリサ

ービス権が変わる。

主審は必ずインサイドの得点かいコールするので

どちらが何点かすぐわかるようになっている。

バ ドミントンには他の競技にあるジュースはなく

セッティングが行われる。各ゲームで13点 オールか

14点 オールとなったとき追いつかれたサイドがセッ

テイングする しないの権利を持っている。
セッティングしたときは、カウントをいったん0

オールにし、改めて 5点 (13点オールのとき)ま たは

3点 (14点 オールのとき)ゲームとして勝負を決める
。セッティングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例えば18対 15、 17対 14な どと

なる。女子シングルスでは、10点 オールのときは 2

点、 9点 オールのときは 3点のセッティングとなる。
主なフォルト(反則)は次の通 りである。

1. ラインクロス、フットフォルト
サービスのときにサーバーや レシーバーがライン

をふんだり、またいだりしたとき (パー トナーはか

まわない)。 足をずらせたり、床から離 したとき(一

部でもついていればよい)。

2.オーバーウエスト、オーバーハンド
サービスが打たれる瞬間にシャ トルがサーバーの

ウエストより高かったとき、または、ラケットの頭

部全体がそのラケットを持っているサーバーの手全

体よりも下にあることがはっきりと見分けられるま

でラケットの頭部が下方をさしていなかったとき。

3.ア ウトなど
シャトルが相手のコー トに入らなかったとき (決
められているサービスコー トに入らなかったとき)

ただし、相手が打てば入ったことになる。自分のコ

ー ト(サ ービスコー ト)に落ちたシャトルを打たなか

ったときや、シャトルが自分の身体や着衣に当った

とき。

4. ダブルタッチ、 ドリブルなど
シャトルを 1人が 2度以上打ったり、続いてパー
トナーが打ったり、ホールディングしたとき。

5.オーバーザネット、タッチザネット、インター
フェアなど

ラケットゃ身体がネットにふれたり、相手側コー

トに入ったり、相手を妨害したとき。フォルトは主

審が判定する。しかしサービスについてはサービス

ジャッジが、ラインについては担当のラインズマン

が判定する。
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都道府県別監督・選手宿舎一覧表

都 道 府 県 名 種  別
宿 泊 人 数

宿  舎  名 宿舎番号 i折 在 地 電話番号
女

1 北 海 道

成年男子 0 菊 地 恒二郎 飯 貝 774 2--3844

成年女子 1 3 海 賀 宗 一 堀内1312 2-1761

少年男子 0 高 橋 照 治 11大 田和193 2-∞
“

少年女子 1 3 田 [1 貞 雄 L大 田和52 2-3706

青   森

成11男 r 4 0 池 栄一郎 L大 田和673 2-1755

成年女 r 1 3 中 里 喜一郎 上大田和獅 -2 2-5781

少イ11男
jr

0 小 池   久 30 上大田和623 2--1754

3 岩   手
ル支イfitt jr 0 11 野 満 一 11鷺 谷318 3-1666

成年女 r 1 3 岡 崎 節 rr 上鷺谷 4--1784

4 官  城
成年女「r 1 3 綱 川 和 弥 堀内1313 2-―

"14
少年女子 l 3 武 田 周三郎 11大 田和692 2-1756

5 秋   田 成年女子 1 3 古 川 H召 二 堀内1253 3-1721

山  形
成年女子 1 大根田 早 和 並木町 2-4-17 2-1327

少年女子 3 久 保 佳 男 並木町 1-6-7 4--2235

福   島
成年女子 1 高 橋   清 飯貝136 2--5108

少年男子 4 4 大 塚  ヒ サ 78 示泉695 3-0859

茨  城
成年女子 1 近 藤 道 子 小林918-3 2-()906

(飯島呼出)

少年女子 0 宮 尾 仁 道 下籠谷28 2--3964

群   馬
わえイ|:女 子 1 松 本 占 男 田田「1594-1 3--1937

少年女 r 0 中 川 昭 一 荒町5236-3 2--3553

埼   玉
ナ皮イト女Jr 1 石 田 照 夫 島 102 2 -41%

少年男子 6 0 柳 沢 治兵衛 100 島55 2-Ю %

千   葉
成年男子 4 0 山 lJ 敏 夫 1で書首た,2227 3--0748

l皮 111矢
fr

1 4 増 渕 正 司 ド籠谷3388 3--0343

東   京 成年女子 1 4 菊 地 成 季 f↑田「2703 2--3948

神 奈 川

成年男子 4 4 大 滝   盛 フ嗜″g535 2--2940

成年女子 1 4 渡 辺 万 吉 104 東沼1197 2--2958

少年男子 4 4 大 塚 嘉一郎 西沼521 2--3565

山  梨 成年女 F 1 4 池 田 ミ ツ ′
lヽ
,ル 6ヽ67--6 2-4606

新   潟

成年女子 1 4 堀  口    i青 島762 2-1729

少年男子 4 4 秋 山 力 松 島75Cl 2--3956

少年女子 1 4 大 木 照 男 島547 2-6694
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都 道 府 県 名 種  別
宿 泊 人 数

宿  舎  名 音舎番号 所 在 地 電話番号
男 女 計

長   野 成年女子 1 芝 野 陽 三 下籠谷738 2-11%

富   山

成年男子 5 0 5 岡 本 俊 夫 ′
lヽ利ド59--3 2--1840

成年女子 l 4 飯 島 粂 男 120 小林182 2-3503

少年女子 1 4 亀 倉 岸 郎 ′
1ヽ 本ヽ636 2--3781

石   川

成年男子 4 0 4 杉 山 武 雄 西郷59 2-1823

成年女子 1 4 杉 山 一 雄 西郷643 3-“ 03

少年男子 4 0 4 栗 原 肖 治 西郷941 2-1856

福   井 成年女子 1 4 福 田 耕 作 % 島949 3--3768

20 静   岡
成年女子 1 5 広 瀬   弘 109 東郷149 4--3487

少年男子 5 宮 沢 栄 一 % 東郷818 2-∞ 77

愛   知

成年男子 0 4 内 田 勝 雄 西郷
"68

3--0623

成年女子 1 4 杉 山   茂 西郷&8 2--5736

少年女子 l 4 桜 井 和次郎 56 フ雪″52361 2-32∞

重 成年女子 5 柳 田 耕 平 東郷∞7 2--2500

岐   阜 成年女子 1 4 大 塚 勇 雄 デt田「524 2--3833

滋   賀

成年男子 4 中 川 忠 男 東郷1010 2--4064

成年女子 1 中 川 義 夫 東郷1015-2 2-6786

少年男子 0 4 佐 藤 貞 信 東郷1019 3-∞ 5_2

京  都 成年女子 4 酒 井 正 光 熊倉町3409-2 4--6434

大   阪

成年男子 0 4 栃 本   健 並木町 3-25-4 2-“ 54

成年女子 1 4 松 本   洋 並木町 4-2-4 2--2268

少年女子 1 4 樋 「』 昂 亮 20 並木町 4-18-9 2--8523

兵   庫 成年女子 1 3 4 太 田 耕 造 50 熊倉町889 2--2795

奈   良

成年女子 1 中 川   栄 芳tttr60 2-4218

少年男子 0 中 川 梅 男
"
荒町叫 2 2-1798

少年女子 1 3 中 川 兼一郎 中郷
"

2-1799

和 歌 山 成年女子 1 3 清 水   篤 台町41鬱 2--2317

鳥  取

成年男子 0 柳   慎 伍 中郷 8 2--2412

成年女子 1 3 高 木 輝 一 熊倉町
"1

3--01慇

少年男子 柳   繁 夫 中郷 3 2-Ю 85

島  根 成年女子 3 宮 田 久 夫 98 島903-1 2-1783

岡   山
成年男子 0 細 野 美代吉 fi『丁2343 2-2936

成年女子 1 3 中 沢 芳 郎 台町13" 2--2653
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都 道 府 県 名 種   別
宿 泊 人 数

宿  舎  名 宿舎番号 所  在  地
 1電
話番号

男 女

岡   山
少年男子 4 4 上 野 照 夫 台町2388-1 2-5054

少年女子 1 4 浜 野 幸 雄 台町23∞ 2--3862

広   島 成年女 r 1 4 磯 野 起 宥 飯貝13 2-2713

山   口
成年女子 0 4 鯨   正 司 西郷 1043 2--1814

少年女子 5 仁 平 益 蔵 西郷41 4--3535

香  川

成年男子 4 増 渕  ウ タ Hwl'2r7r 2--2225

成年女子 0 4 細 島   昌 田町 1071 2--2212

少年女子 1 4 中 里 利 一 西田井195 3-3151

徳   島 成年女子 1 4 落 合   誠 Jlメ (lli不 l11328 2--5948

愛   媛 成年女 r‐ 1 3 4 田 中 栄 二 70 日ヨF丁 1785 2--2694

高  知
成年女子 1 4 石 田 定 夫 中郷176 2--1338

少年男子 4 4 飯 田 栄 一 中郷

“

6 2-1339

福   岡 成年女子 1 5 高 橋 兼 吉 中郷220-1 2--2264

40 佐   賀 成年女子 1 4 日下田 貞 雄 田町「2237 3-1677

長  崎
成年女子 1 4 富 山 昭 二 飯 貝 2277--31 4-3119

少年女子 1 4 武 田 良 通 1(浴 飯貝2275 2--0253

熊   本

成年男子 4 0 4 渡 辺   寛 下籠谷2834 3--0145

成年女子 1 4 添 谷 定 男 1 ド籠谷3363 2--1291

少年男子 4 0 4 野 沢 二 郎 下籠谷2454 3--0858

少年女子 1 4 飯 塚 武 彦 7 下籠谷24% 2--5432

大   分 成年女子 1 桜 井 満寿江 売tHIr69 2-3301

宮  崎 成年女子 1 5 大久保 直 重 熊倉町485-3 3--0069

鹿 児 島

成年男 r 4 0 4 菅 谷   竜 下籠谷244 3--0526

成年女子 1 4 菅 谷 忠 太 下籠谷262-1 2-532

少年男子 4 4 菅 谷 一 男 下籠谷168 2--7877

沖  縄 成年女子 1 4 仲 島 信 一 熊倉町
"91

2--4320

栃   木

成年男子 4 4 渡 辺 寛 一 荒町2()36 2--3072

成年女子 1 大 幡   寛 荒町 2175 2--2067

少年男子 4 4 浜 野   繁 芳tttT2036 2--2792

少年女子 1 4 行 川 至 孝 芳tHlr2050--14 2--1398

本 部 役 員 松 田 屋 旅 館 荒町1079 2-2Ю 16

松 屋 旅 館 田町 2244 2--2203

―-52-―
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(財)日 体 協 。文 部 省 ・ 都 道 府 県 本 部 宿 舎 一 覧 表

(財 )日 体協 。文部省宿舎 (宇都宮市)

番 号 都 道府 県 名 宿  舎  名 所 在 地 電 話 番 号

1 (財 )日 体 協
宇 智Flヨ  ロ イ
ヤ ル ホ テ ル 江野町 11-16 0286 34--2401

文  部  省

都道 府 県本 部 宿 舎 (宇都官市 )

番 号 都 道 府 県 名 宿  舎  名 所 在 地 電 話 番 号

1 北  海  道 ホ テ ル 山 田 駅前通 り3-2-15 0286 34--4361

青 森 上大曽町415 〃  24--8246
岩 手 パ レスホ テ ル 花房 2-3-10 〃  33--3321
官 城 山  丸  荘 大通 り3-1-2 ″  33--1010
秋 田 駅前通 り3-1-2 ″  33--4961
山 形 藤 江 旅 館 大通 り3-3-3 ″  33--2670

7 福 島 泉 一壮 大 曽4-7-14 ″  24--0152
茨 城 山  丸  荘 大通 り3-1-2 〃  33--1010
栃 木 田 野 島 旅 館 昭和 1-4-8 〃  22--2769

10 群 馬 明 石 一壮 仲町 2-5 〃  21--4180

埼 玉
C, +- ^,h 7 'v青 山 大 曽2-9-75 〃  22--8673

千 葉 伊 香 保 旅 館 中央 5-1-19 ″  34--7166
東 一只 丸 井 屋 本 店 大通 り4-2-17 ″  22--2106
一神 一奈 泉 荘 大 曽4-7-14 〃  24--0152
山 一梨 伊 香 保 旅 館 中央 5-1-19 ″  34--7166

新 潟 松  峯  荘 松が峯 2-7-1 ″  33--8276
長 野

一
ヒ

ユ¨
サ

テホ
ア 曲師町 1-11 〃  35--3036

lR 一昌 ホ テ ル 山 田 駅前通 り3-2-15 ″  34--4361

19 石
€ -i + ^,t\7,v=--a1) 上大 曽町415 ″  24--8246

20 福 井 中 川 旅 館 駅前通 り3-6-7 ″  34--4702
静 岡 ニ  ュ ー 立 田 馬場通 り3-3-4 〃  36--5878
愛 知 ホテル松葉屋 大通 り3-4-15 ″  36--8856

重 柳 屋 旅 館 中央本町 1-10 〃  33--4R,,
岐 阜 藤 江 旅 館 大通 り3-3-3 〃  33--2670

25 滋 賀 ′ヽ 亜 垣 壮 昭和 1-1-24 〃 22--2483
一只 都 山  下  館 局 易 週 ツ ■

~■ ~V
″  22--2980

大 阪 く ろ か み 荘 桜 4-1-19 ″ 22--1981
兵 庫 有  楽  荘 中央 2-3-14 〃 33--4655
奈 良 丸 井 屋 本 店 大通 り4-2-17 ″ 22--2106

30 和  歌  山 や

ル
せ 簗瀬町 1779 〃 36--7971

鳥 取 一 楽 旅 館 駅前通 り3-7-12 〃 34--8426
島 根 伊 香 保 旅 館 中央 5-1-19 〃 34--7166
岡 山 山  下  館 馬 易 週 り 1-1-9 〃 22--2980
広 島 あ  づ  ま  や 宮町 1-1 ″ 22--1891

35 山 口 明  石  荘 4甲 田JZ― b 〃 21-4180
36 香 ホテルいな川 二荒町 8-9 〃 33-5R26

徳 島 あ  づ  ま  や 宮町 1-1 〃 22--1891
38 愛 媛 京町 11-13 ″ 36--3636
39 一局 知 :--7.re 曲師町 1-1 ″ 35--3036
40 福 岡 明 保 野 旅 館 泉町 1-17 〃 22--3825

佐 賀 京町 11-13 〃 36--3636
長 崎 菊  寿  荘 大通 り 3-2-4 ″ 33--5622
能
¨

本 ヾレスホ テ ル 花房 2-3-10 ″ 33--3321
大 分 福 寿 屋 旅 館 馬場通 り3-4-15 〃 R4--430R
宮 崎 くろ か み 荘 桜 4-1-19 ″ ,,一-19Rl

鹿 児 島
宇 都 宮 ツ パ ー
サ イ ド ホ テ ル 駅前 通 り2-1-22 〃 33--7151

沖 縄 ホ テ ル 川 辺 二荒町 5-7 ″  33--5516
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循 環 バ ス 時 刻 表 (右 回 り )

停

番 留

号 所

発 車 順 番

停 留 所
1 2 4 6 8

運 休 す る 日
11日

,

14日 ,

日

日

日

日

13日 日

日

16日 16日

1 山前農 協 前 発 6 : 30 7 :00 8:00 8 : 30 9:10 10:00 10:45   12 :(Ю

2 東 運 動 場 6 : 32 7 : 02 8:()2 8 : 32 9:12 10 : 02 10:47   12 :02

3 竹 井 商 岸f前 6 ! 34 7:04 8 : 04 8 : 34 9:14 10:04 1(): 49   12 :()4

4 藤 村植 木犀 前 6 : 35 7:()5 8:()5 8 : 35 9:15 10: 05 10: 50   12 :05

5 IH 橋 6 : 36 7:06 8:()6 8:36 9:16 1():06 1(): 51    12 :()6

6 ず4岡 女 r‐ 高南″ 6 :38 7:08 8:()8 8: 38 9:18 10 :()8 10:53   12 :08
ワ
‘ ■こり‖ 旅 館 前 6 : 40 7:10 8:10 8:40 9 :20 10 1(): 55   12 : 10

8 真 岡 駅 前 6:44 7:14 8:14 8 : 44 9 : 24 10 : 14 10:59   12 : 14

9 J〔  ドJ i「li Jヒ  |‖ l 6 : 48 7:18 8: 18 8:48 9:28 18 11 :03   12 : 18

10 li司
lll 6:51 7 ， ´ 8:21 8:51 9:31 ，

一 11 :06   12 :21

真 岡工高 人 口 6 :55 7 : 25 8:25 8 : 55 9 : 35 25 11 : 10   12 :25

，

″ 赤曾入 llバ ス停 6 : 59 7:29 8:29 8:59 9 i39 10:29 11 : 14   12 :29

13 真 岡 農 高 前 7 :00 7 :30 8:3() 9:()() 9:40 1()i 30 15 ，

一

14 大 内 西 小 前 7 :02 7 : 32 8: 32 9 : 02 9:42 ウ

一 11 : 17 1 12 :(,2

15 無 量 寿 寺 前 7 :03 7 : 33 8:33 9:03 9:43 10:33 11 : 18 12:133

16 古 橋 商 店 前 7 :05 7 : 35 8:135 9:()5 9 :45 1(): 35 11 :20 12 :35・

17 魚 誠 ユ則 7 :06 7 : 36 8: 36 9 : 06 9:46 1(): 36 11 :21 12 : 36

18 吹 坂 7 :07 7:37 8:37 9:07 9:47 10:37 11 :22 12 :37

19 武 田 商 店 前 7 :08 7:38 8 : 38 9:08 9:48 1():38 11 :23 12 :(38

20 大 内 農 協 前 7 :09 7:39 8:39 9:09 9:49 1(): 39 11 : 24   12 :(39

，

´ 堀 内 バ ス 停 7 : 11 7:41 8:41 9: 11 9:51 1():41 11 : 26   12 : 41

22 桜 井 商 店 前 7 : 12 7:42 8 1 42 9: 12 9:52 42 11 :27   12 :42

23 沖渋川公民館人口 7: 13 7: 43 8:43 9:13 9 : 53 43 11 :28   12 :43

24 中 郷 人 口 7:14 7:44 8:44 9:14 9 :54 44 11 :29   12 :44

25 坂寄接′‖'院人 11 7!15 7 : 45 8:45 9: 15 9:55 10: 45 11 : 30   12 : 45

26 保 健 所 前 7:16 7:46 8: 46 9: 16 9:56 1():46 11 : 31 1 12 :46

27 関 H酒 店 前 7 : 17 7:47 8:47 9:17 9:57 10 47 11 :32 12:47

28 市 役 所 前 7 : 19 7: 49 8:49 9:19 9:59 49 11 :34 12 :49

49 宮 田 縫 製 前 7 ０′́ 7:51 8:51 9:21 01 51 11 : 36 ，
´
員
υ

30 宮 沢理 容 店 前 7 :22 7:52 8 : 52 9 : 22 10 :02 1(): 52 11 :37 ，
“ 52

31 東 運 動 場 7 :28 7:58 8 : 58 9:28 10:08 1(): 58 11 !43 12 :58

32 (山 前農協前 ) 7 : 30 8:00 9:∞ 9:30 10 11 : 00 11 :45 13 i CXl

―-54-―



10月 10日 ～ 16日

9 10 13 14

備 考

15

16

日

日

15日
16日

日

日

13 :o0 13:30 1413() 14 :50 16 17 :00 17 :40

I te: oz 13 : 32 14 :〔32 14 152 16: 12 17 102 17: 42 高 校 野球 会場

13 :()4 11):34 14 :(34 14 :54 16 14 17 :04 17 44

13:05 13135 14 :(35 14 :55 16: 15 17 :()5 17 : 45 ドヾミントン会場

13 :06 13 : 36 14 :36 14 :56 16 : 16 17:∞ 17 : 46

13 :08 13:38 14 :38 14 : 58 16 : 18 17 : 08 17: 48 練 習 会 場

113:10 13 : 40 14 : 40 15:α) 16:2() 17:10 17:50

14 13 44 44 15 :()4 16 :24 17 17 : 54

13 : 18 48 48 15 : 08 16:28 17: 18 17 : 58

，
一 51 14 51 15 : 11 16 31 17 ， ´ 18:01 練 習 会 場

13:25 1(3 :55 14 : 55 15 15 16 :35 17:25 18 : 05 練 習 会 場

13:29 113 :59 14 :59 15 19 16:39 17:29 18:09

113i3() 14 :∞ 15 !00 15 :20 16:40 17 : 30 18 10 練 習 会 場

11):32 14 :()2 15 :()2 15 : 22 16 : 42 17 : 32 18
，

´

13:313 14 :()3 15 :013 15 ウ

ン
16 43 17 : 33 18 : 13

11): 35 14 :()5 15 05 15:25 16:45 17 : 35 18 15

1(3:36 14 :()6 15:(聡 15:26 16i46 17 :(36 18 16

13:37 14 :()7 15 :()7 15 127 16 47 17 : 37 18 17

13:138 14 :()8 15 08 15 : 28 16 48 17 :38 18 : 18

13:39 14 :09 15 :()9 t5:29 16:49 17 :39 18: 19

13:41 14 15: 11 15 つ
０ 16:51 17 41 18 つ

´

13 : 42 14 つ
】 15 つ

´
15 :32 16 :52 17 : 42 18 : 22

13 143 14 15 15 :3(3 16 : 53 17 :43 18: 23

13 : 44 14 : 14 15 : 14 15 34 16 :54 17 44 18 : 24

13:45 14 15 15 15 15 i 35 16:55 17 45 18 :25

13:46 16 15 : 16 15 :36 16 :56 17:46 18:26

13 47 14 : 17 15 17 15i37 16:57 17:47 18:27

13:49 14 : 19 15 19 15:39 16 :59 17:49 18:29 ドヾミントン会場

13:51 14 ， ´ 15 ウ

ン 15
″
′

″
‘ 51 18 31

13 :52 14 :22 15 :22 15 42 17 : 02 17 :52 18 : 32

13 : 58 14 :28 15 : 28 15 48 17 :08 17:58 18 : 38 高校野球会場

14 :00 14:30 15 : 30 15 !50 ワ
′ 10 18:()() 18: 40

-55-

注

10  10

月 月
10 12
日  日
は  は

全

面
運
体

と
な

り
ま
す
。

山
前
農
協
前

発

１２

一
〇〇

（
特
別
輸
送

を
行

い
ま
す
。
）

か
ら
運
行
開
始

し
ま

す
。

|

|



循 還 バ ス 時 刻 表 (左 ま わ り )

停

番 留

号 所

発 車 順 番

停 留 所
1

|
2    1   3 4 6 8

運 体 す る 日
11日 ,

14日 ,

日

日

日

日

３

６

13日 日

日

16日 16日

山前農協 前 発 6 : 30 7 :00 8:00 8 : 30 9:20 10:00 11 :00 12 :00

2 東 運 動 場 6 : 32 7:02 8:02 8:32 9 :22 10:02 11 :02 12 :02

3 宮 沢理 容 店 前 6 : 38 7 :08 8:08 8:38 9 :28 10:08 11 :08 12 :08

4 官 田 縫 製 前 6 :39 7:09 8:09 8:39 9 :29 10:09 11 :09 12 :09

5 市 役 所 前 6:41 7:11 8: 11 8:41 9:31 10:11 12:11

6 関 口 酒 店 前 6 : 43 7:13 8:13 8: 43 9:33 10 13 13 12 13

7 保 健 所 前 6 : 44 7: 14 8:14 8 : 44 9 :34 10 14 11 :14 12 14

8 坂寄接骨院入「コ 6 : 45 7:15 8: 15 8: 45 9 : 35 10 15 11 :15 12 : 15

9 中 郷 入 口 6:46 7:16 8:16 8: 46 9 i36 10 16 11 : 16 12 : 16

10 沖渋川公民館入日 6 : 47 7:17 8: 17 8 :47 9 : 37 10: 17 11 :17 ，
´ 17

桜 井 商 店 前 6 :48 7:18 8:18 8:48 9:38 10 18 11 :18 12 : 18

12 堀 内 バ ス 停 6 : 49 7:19 8:19 8:49 9:39 10 19 11 :19 12 19

13 大 内 農 協 前 6:51 7:21 8:21 8:51 9:41 10:21 11 :21 12 21

14 武 田 商 店 前 6 : 52 7:22 8:22 8 : 52 9 : 42 10:22 11 :22 12 : 22

15 吹 上 坂 6 :53 7:23 8 : 23 8 : 53 9:43 10:23 11 :23 12 :23

16 魚  誠  前 6 : 54 7 :24 8 : 24 8:54 9 :44 10: 24 11 :24 12:24

17 古 橋 商 店 前 6 :55 7 :25 8:25 8: 55 9 : 45 10:25 11 :25 12 :25

18 無 量 寿 寺 前 6 : 57 7 :27 8:27 8:57 9 : 47 10:27 11 :27 12:27

19 大 内 西 小 前 6 :58 7 :28 8:28 8:58 9 :48 10 : 28 11 :28 12 :28

20 真 岡 農 高 前 7 : 00 7 :30 8: 30 9:00 9 :50 10 : 30 11 : 30 12 : 30

21 赤曾入ロバス停 7:01 7:31 8:31 9:01 9:51 10 31 11 :31 12:31

22 真 岡 工高 入 口 7:05 7 :35 8 : 35 9 : 05 9 :55 10:35 11 :35 12 : 35

23 真 岡 中 前 7:09 7:39 8 : 39 9:09 9 :59 10:39 11 :39 12:39

24 真 岡 高 北 門 7:12 7:42 8:42 9:12 10:02 10:42 11 : 42 12 42

25 真 岡 駅 前 7116 7 :46 8:46 9: 16 10 :06 10:46 11 :46 12 : 46

26 玉 川 旅 館 前 7 : 20 7 :50 8 : 50 9:20 10 : 10 10: 50 11 :50 12:50

27 真 岡女 子 高 前 7 : 22 7 : 52 8: 52 91 22 10 12 10: 52 11 :52 12 : 52

28 田 町 橋 7:24 7 : 54 8 : 54 9: 24 10 14 10 54 11 :54 12 :54

29 藤 村植 木 屋 前 7:25 7 :55 8: 55 9: 25 10 15 10: 55 11 :55 12:55

30 竹 井 商 店 前 7:26 7 :56 8: 56 9:26 10 16 10 :56 11 :56 12 : 56

31 東 運 動 場 7:28 7:58 8:58 9:28 10 18 10:58 11 :58 12 : 58

32 (山 前農協前 ) 7 : 30 8 :00 9 i CICl 9: 30 10 :20 11 :00 12:∞ 13:00
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10月 10日 ～ 16日

9 10 12 14 15

備 考
日

日

15日
16日

15日
16日

13 : 00 14:∞ 14 : 20 15 : 35 16:∞ 17 :00 17 : 15

13 : 02 14 :02 14:22 15i37 16:02 17 : 02 17 17 高校野球会場

13 :08 14 :08 14 :28 15 : 42 16:08 17 :08 17 : 23

13 :09 14 :09 14:29 15 :43 16:09 17 :09 17 : 24

13 14:11 14i31 15 : 46 16:11 17 : 11 17 :26 ドヾミントン会場

13 13 14 13 14 :'33 15 : 48 16 13 17 13 17 : 28

13 14 14 14 14 : 34 15 : 49 16 14 17 14 17: 29

13 : 15 14 15 14 : 35 15:50 16 15
つ
‘ 15 17 :30

13 16 16 14 : 36 15 51 16 16 17 16 17 31

13 ワ
イ 14 17 14 : 37 15 :52 16: 17 17 17 17 : 32

13: 18 14 18 14 : 38 15 :53 16 : 18 17 18 17 : 33

13 19 14 19 14:39 15 : 54 16: 19 17 19 17 :34

13 21 14 21 14 41 15:56 16:21 17 21 17:36

13122 14 :22 14 : 42 15 : 57 16:22 17:22 17: 37

13 : 23 14 :23 14 43 15 :58 16:23 17:23 17 : 38

13 24 14 :24 14 : 44 15:59 16:24 17 24 17 : 39

13:25 14 :25 14 45 16:∞ 16 : 25 17 :25 17 :40

13 27 14:27 14 : 47 16 102 16:27 17:27 17 : 42

13 : 28 14 :28 14:48 16:03 16 :28 17:28 17 43

13:30 14:∞ 14 : 50 16 : 05 16 : 30 17:30 17 : 45 練 習 会 場

13 31 14 i31 14:51 16:∞ 16 つ
０ 17:31 17:46

13 : 35 14 :35 14 : 55 16 10 16: 35 17 : 35 17 : 50 練 習 会 場

13:39 14 :39 14 : 59 16 : 14 16 :39 17:39 17 : 54 練 習 会 場

13 : 42 14 42 15 : 02 16 17 16:42 17 42 17 : 57 練 習 会 場

13:46 14 :46 15:∞ 16:21 16 :46 17 :46 18 01

13:50 14 i 50 15 10 16:25 16 : 50 17:50 18:05

13 : 52 14 :52 15 12 16:27 16 : 52 17:52 18:07

13:54 14 :54 15 14 16 : 29 16:54 17 : 54 18:09

13 : 55 14 :55 15 15 16 : 30 16 :55 17 :55 18 10 ドヾミントン会場

13 : 56 14 :56 15 : 16 16:31 16:56 17:56 18

13:58 14 :58 15 18 16:33 16 : 58 17:58 18 13 高 校野球会場

14 :00 15:∞ 15 : 20 16 :35 17:00 18:∞ 18 15
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(国 鉄)真岡線 列車 0バス

豪印 東武バス

(東野バス 0東武バス)
宇都宮～真岡～下館

上

り

茂木 市塙 多田羅 七メ| 益「 西田井 北真岡 rこ llYll キ内 久下田 折 本 ド 館 ′卜山

発 発 発 発 発 発 発 発 発 発 発 着
一Ｐ

発面

水

方
りヽ Ш
方面発

着
石橋
撃

５４

２‐

４６

０４

０８

３５

０４

19 38

6.05
7.32
8.57
12.15

14.19

15.46

17.15

19 49 19.53

6.13
7 40
9 05
12.23

14.27

15.54

17.23

19.57 2001

6 23
7.50

9.15
12.33

14.37

16.04

17.33

20.07

6.27
7 54

9.19
12.37

14.41

16.08

17.38

20.11

5.33

6 32
8 03
9.24
12.45

14.55

16.18

17.43

18 49

20.17

８

８

８

９

０

０

３

８

４

２

３

３

０

２

５

０

２

４

５

２

5.43
6 43
8.13
9 34
12.55

15.05

16.28

17.53
18 59

20.27

5.48

6.49
8.18

9.39
13.00

15.10

16.33

17.58
19.04

20.32

５４

５５

２４

４４

０５

‐５

３８

０３

‐０

３７

6.21

7 54
9 19
10.43
13.38
16.50

17.45

18 39
20.52

21.35

6.02
7.10
8.29
9.47
13.11

15.37

16.45

18 07

19 14

20.48

6 20
7 34
8.57
10.04

13.32

16.01

17.08

18.37

19.38

21.11

4.56
5.44
5.59
6.13
6.27

6.41

6.55

7.16
7.35

7.59

下

リ

水 戸 下館 小 山 下館
~F食
官 折 本 久下田 寺 内 真岡 北真岡 西田井 益子 七井 多田羅 市塙 茂木

発 清 発 着 発 発 発 発 発 発 発 発 発 発 発 着

14.26

15.35

16.45

18.21

19.29

20.35

22.07

５６

２５

２８

∞

143()

15.46

17 15

18.25
19.41

20 40

22.11

6.07

7.44
8 45

10.13

14.36

15.52

17.21

18.31

19.47

20.46

22.17

6.12

7 49
8.51

10 19

6 18
7.55
8.57

10 25

14.47

1603
17.33

18 42
19.59

20.58
22.29

6.36

8 05
901
10.42

13.00

14.52

16.13

17 47

1851
20.03
21.08

22 33

6.39
8.08

(着 )

10.45
13.03

14.55

16.17

17.5()

18.55

(着 )

21.11

(着 )

6.44
8.12

1

ll.00

13.18

15.10
16.32

18.05
19.09

21.26

6 58

8.27

11.04

13 22

15.14

16.36

18 08

19.14

21.30

7.03

8.32

11.09

13.27

15.19
16.41

18 14

19.18

7.12

8.41

21.44

6.s01 7.4r

n.o0 l 8.51
9 001  9 51
9 401 10 31
※ 1025 .1116
※ 10551 11.46
il11.25 I l2.r{i
x11.45 t2.:l()
※12201 13H

l3.0ol 13.51
13 401 14 31
14 151 15.06

豪 835
楽 91()
1()()()

10 35
11 10
11 45
12 20
※ 12 55
※ 13 45
※ 14 15
※ 15()5
15.40■冦|=縄

7.20
8.05
8.25
9.00
9 35
10.35
11 15
11 56
12 26
12 56
13.16
13.51
14.35
15.15
15 5()

16 25
17 2()

18 ()5

18 55
19 36
20 06
2().4(;

21 ll

下館 発

豪 6.50
※ 7.30
7.45
豪 8()5

7 30
81()
829
8 45
904
1)15
950
1()44
11 19
11 54
12 2tl

13 04
13 35
14 25
14 55
15 45
1(' 24

1(, 54

17 24
1804
18 54
1934
20 14

8 21
9.01
9.20
9 36
9 55
1006
10.41
11.:,5

12 10
12 45
13 2()

13 55
14 26
15 16
15 46
16 36
17 15
17 45
18 15
18 55
19 40
2()2()

131()()

16.301 17 21
t7 .20 18. I I

x lit. oS l 18.5(i
※1835 19.26
※191512()06
※ 19401 2031

憾:州
|

17 2()

18 1()

185()
11):3()

宇都宮～真田

字都官発 真岡着 真 岡 発 宇都宮着

※

※

※

豪

※

豪

6.30
6 45
6.50
7 20
7 50
8 35
9.25
10.05
※1020
※ 10 55
11 30
13 50
15.15
豪 16.10
16.35
楽 17.()5

※ 17 40
楽 183()
11)05

５

０

５

５

５

０

０

０

５

０

５

５

０

５

０

０

５

５

５
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東 北 本 線  (11 り)
石橋 1小 山

19.24119 43
20 21120.43
22.05122 18

小山 |イ f橋

Ю.3月可T面
18.53 1 19.15

19.17 | 19.34
19.3511956
20.14 120.33

20.59 121.17

212812145
22.42 1 23.00

23.22 1 23.34

0.55 1  1.01

9 13
9.43
11.10

11 43

11.57

12.14

12.42

13 13

13.43

14 13

14.23

14.39

15 14

15.40

16.25
16.49

17.25

17.49

18 19

18.50

14.43

15.12
15.42

16.11

16.42

17 12

17 43

18 13

18 39

19.13

13.06

13.39

14.19

14.49

15.00

15 14

15 49

16 19

17 02

17.20
17.49

18.24

6.28

6 58

7 26

7 30

7.54
8.27

9.24
9 44

9.57
10.20

11.28

11 57

日寺亥り:表

(東野バス)

宇都宮～真岡 (水橋廻り)

(関東バス)

石橋～上三川～真岡

○印 日・祭運休

(東野バス)

真岡～益子～茂木線

石橋 発 ll三 川 真 岡 4Yi 真 岡 発 上 三 川 石 橋 着

7.00

07.20
07.30
7.55

8.20
9.00
9.45

10.45

11.25

12.lXl

12.30
13.10

14.()0

15.05

015.30
16.00

16.30

16.55
17.30

18.00

18.30
190Ю
2005

7.15

0735
07.45
8.10
8.35

9.13
9.58
10.58

11.38

12.13

12.43

13.23

14.13

15.18

015.43
16.13

16.43

17.08
17.45

18.13
18 43

19.13
20.18

7.43

() 8.03

08.13
8.38

9.03

9 38
10.23

11.23

12.03

12 38
13.08
13.48

14 38

15.43

()16 08
16.38

17 08

17 33

18.13

18.38

19.08
19.38
20 43

5.55

06.25
6.45
7.15

7.50

8.20

() 8.40
9.10

9.55

10.35

11.30

12.15

13.15

14 10
15.15

15.35

16.00

01620
16.55

17 2rJ

18.20
19 15

19.45

6 19

() 6.52
7.12
7.42

8.17

8.44

0904
9.34

10.19

10.59

11.54

12.39

13.39

14.34

15 34

15.54

16.24

016.52
17.19

17.49

18.44
19.39

20.09

6.32

07.10
7.30
8.00

8.35

9.∞

09.20
9.50

10.35

11.15

12.10

12.55

13.55

14.50

15.50

16.10

16.40

()17.10
17.35

18.05

19.00
19.55

20.25

′
卜都宮発 真岡着 lt岡 発 ・it都宮着

7.05

7.45
8.50
10.20

11.10

11.55

13.10

14.30

15.20

16.10
17.15

18.30

20.10

8.10

8.50

9.55
1.25

2.15

3.00
4.15
5.35

6.25

7.15
8.20

9.3()

11.10

２０

４５

２０

５０

５５

３。

０。

３５
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∞
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８

８

０

０
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３

５

６

６

７

７

８

９

真岡発 益  r ,光木着 茂木発 益  
「
真岡着

∞

２５

４０

”

∞

１５

３５

２０

０。

２０

7 30

8 55

10 10
10.5()

11.30

13 45

15 05

15 50

16.30

17.50

8.00

9 25

10 40

12.00

14.15

15.35

17.00

18 20

7.00

8.25

9 40

11 10

12 40

15.10

16.10

17.20

０

５

５

０

０

０

０

０

０

０

７

８

９

０
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６

７
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東 北 本 線  (下  り)
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名 称 所 在 地 電 話 番 号

県 国 体 事 務 局 県国体事務局内 (競技運営係 ) 0286-23-3465
県 記 録 本 部 0286-25-2228
県 宿 泊 本 部 真岡担 当 (中 野 ) 0286-23-3944

県 輸 送 本 部 真 岡担 当 (小 川 ) 0286-24-4516

実 施 本 部 国体事務局 2-1111内 線 322

宿 7白 本 部 3階 第一会議室 (輸送練習会場) 4-7161

案
内
所

駅 前 案 内 所 真岡駅前 4-7183

田 町 案 内 所 田町交番前 4-7184

ド

競ミ

技ン

会 ト

場ン

競 技 本 部 競技役員席 4-7162

役 員 控 室 ステー ジわ き 4-7163

会 場 本 部 テ ン ト内 総務係 4-7164
弁 当 引 換 所 テ ン ト内 弁 当係 4-7165

警 備 本 部 ン 卜内 現地本部 4-7166

駐 車 場 係 テ ン ト内 市民会館入 口 4-7167

練

習

会

場

真岡女子高等学校 真岡市台町 2815 4-7185
真岡農業高等学校 真岡市 下籠谷 396 4-7186
真岡工業高等学校 真岡市熊倉町 4562 4-7187
真 岡 中 学 校 真岡市台町 4008 4-7188
附 属 体 育 館 真岡市荒町 5131 2-1111 内線 435
山前 農 協 集 荷 所 真岡市小林 4-7192

その他 (バ ス停車場 )

真 岡 保 健 所 真岡市熊倉町 2-3321

真 岡 警 察 署 真岡市荒町 2-2161

真 岡 土 木 事 務 所 真岡市荒町 2-3405

真 岡 商 工 会 議 所 真岡市荒町 2-3305

真 岡 郵 便 局 真岡市並木町 庶務会計課  2-2420
真 llril 電 々 真岡市台町 営 業 課  2-1011
真 岡 駅 真岡市台町 2-2636

交

通

機

関

東  野  バ  ス 真岡市荒町 2-2151

関  東  バ  ス 真岡市荒町 2-2629
芳 南 交 通 真岡市並木町 4-2235
真 岡 タ ク シ ー 真岡市田町 2-2365

芳 賀 通 運 真岡市長 田 2-4441

寺 内 タ ク シ ー 真岡市並木町 2-2703

国体 関係 電話 番号 一覧 表
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医 療 機 関 一 覧 表

●休日当番 医               ●夜間当番医
10月 10日 中診療所・小菅産婦人科        lo月 10日 岡田医院
10月 12日 柳田産婦人科小児科・水沼医院     lo月 12日 真岡胃腸科病院

病

院

医

院

病 院 ・ 医 院 名 1医 師 名 信: 所 電  話 診療科目 ベ ッ ト

村田クリニック整形外科 村 田   光 並木町 3丁 日30-13 4-1411 整 外 有 17

真 li61 病 院 斉 藤 鉄 男 荒町 520 4-6311 内 有   46

大 西 医 院 大 西 龍 子 小林 911 2-2387 眼。内 缶

中 診 療 所 高 野   晋 中 213-1 2-3162 婦 。内 有  3

石 医 院 石 川 秀 夫 中郷 32 2-2506 内 缶
小

水 沼 医 院 水 沼   白告 荒町 823 2-2770 婦 。内 有  13

藤 田 外 科 医 院 藤 田   猛 荒町 5133 2-2577 外 。耳 有  17

,商 医 院 満 川 元 亮 ヌ竃田丁5 2 0 9 2 -2017 外・婦 有  12

ノ
lヽ 菅 産 婦 人 科 小 菅   力 田田12213 4-511 婦 有  8

塚 田 整 形 外 科 塚 田 忠 行 並木町 1丁 目6-10 4 -3245 整 外 有  55

柴 医 院 柴 稔 台町 4192 2-2764 缶

岡 田 医 院 岡 田 昭 良6 台町 4173 2-"61 内 。4 缶
小

阿 久 津 医 院 阿久津 俊 台町 3367 2-2229 内・耳 霊

狭 矢́
．
院 狭 関 芳 彦 台町 2908 2 -3713 婦 有  16

初「 田 医 院 柳 田   章 台町 2354 2-4364 内 丑

林 医 院 小 林 三 郎 熊倉町 3614 2-“ 73 内 有  18

真 岡 胃 腸 科 病 院 福 田 武 隼 並木町 3丁 目10-8 4-■ 71 有   63

根 本 産 婦 人 科 根 本   昇 並木町 3丁 目27--6 4-3371 婦 有  16

柳 田産婦 人科 小児科 柳 田 千代雄 並木町 4丁 目5-3 4-1833 婦 有  17

芳 賀 日 赤 病 院 鈴 木 武 雄 台町 2461 2 -2195 総  合 有

`我

)

歯

科

医

院

大貫歯科医院 大貫秀夫 斎tttr5168 2-2240 林 歯科医院 林  陸蔵 田田「 22C17 2-2303

大関 〃 大関久麿 労tttr5147 2-ら75勝 田 〃 勝 田 茂 III‖「2046 2-9825

菊地 ″ 菊地文子 デt田「lo40 2-郎拠 薄
'卜

 〃 薄 井一晃 台田「2347 2 -2248

初口  ″ 柳  1有 儀 舅七日「1028 2-2443 11_L 〃 村 11栄 一 台田r3378 2 -2233

大関 ″ 大関英麿
並木町
1-12-21 2 -22t7 +t I 村 11晋 三

並木町
2-_Xl-1 4-3131

細島 〃 細島種 JF 田田丁1784 2-2736関 沢  ″ 関沢信之 芳t田「597 4-3112

並木町デンクル
クリニ ック 菊地洋治

並木町
2-′-2 4-3788彬 p田  〃 柳 田 章 台町郎引 2-4344

-61-



第35回 国民体育大会競技会場配置図

凡 (夏 季大会D   9月 7日 (El～ 10日 的
例 秋季 大会   10月 12日 (日)～ 17日 0

彙Jし自動■道
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私はシャトノンの舞う舞台
く日本バ ドミン トン協会公認コー ト〉

二″″
=‐いつでもどこでも簡単にセットボータブルバドミントンコート

体育館はもちろん、公民館、集会所、講堂など、身近な空間
スペースが手軽にバドミントンコートに……。 健 康 山 ル

く姉妹 品 >● マルケンソフ トボール

● エ ヌワ ンテニスポール  他
スポーティライフをめざす――――

長 瀬 ゴムエ 業株 式会 社
本大会使用 コー ト

く ヽ

亀」11.



:」ll「言』

富士銀行ヽ ノ 西□

中央̀
ま
モ||:暦

lF黒 沢楽器

●池 書 店 ′ヽドミントン・プロショップ

● 03-988-0215
●●浜店 5Fテニス・フロア01,65卜 aa

● 045‐曖‐

"67
● 015‐
"7,33

ま ヲケOrトラ泊0
っ
て
た
。
■
■
″

0町 田 店 バドミントン・プロションプ
80427-28-6050

●古祥●● バドミントン・プロショップ
●0422-21-7890

●渋 谷 店 バドミントン・プロショップ
●03-400-7390

●●沢店 テ ニス・バドミントン
●0466-26-2552



●

関
東
自
動
車
株
式
会
社

ヤングのあじ

〔ハンバーガー・コーヒー・コーラ・ソフトクリーム〕

′ヽJ′十力Lメムメム

酬 酬
宇都宮市駅前通り3-2-5 3 35-8541

宇
都
宮
市
駅
前
通
リ
ニ
ー

ニ
ー
五

電
話
６
一天
０

　

３４
１
八

一
三

一

乗

合

バ

ス

・
観

光

バ

ス

不
動
産
事
業

・
車
輛
整
備

あなたの旅 の

コンサルタント 温れる温泉

ヮイ ドな眺望

グループ旅行・招待旅行・会員募集・海外旅行 l  那須高原展望台

麟 ンウ陥 識 l①器林 ″
宇都宮市駅前通 り 3-2-5
TE L  0286  36--8050

TEL 0 28 77-6-2413

東京案内所 (会温予約センター) TEL“‐43-26411tl
横浜案内所 (全温予約センター)TEL∝ }巧α―塑Ю

一
‐ｔ，
■
一

■
一



グラフアイトシリース

エイトシックス B-86
グラフアイトシヤフトグラフアイトフレーム

黒(ケース付 )

フレーム価格 13000円

あるハイジャンパーは地球

力にl cm多 <逆らうため
に2万回も跳んだ。いつの場合

でも、スポーツマンの流す汗ほど

貴重なものはない。ときにシャトル

がおよそ20"%。 urを起すバドミントンの ュ

この軽さを採がurLヽた.撃[■こ晶E冨亀長項
二■―テクコ クが生まれそうだ.211曇理保ξ「編LIま島を抜く

オールグラファイトB-86。 新しい時代の

王道へ、いま。

エイトツウ B-82
フレーム価格 9000円

エイティ B―oo
フレー△価格 8500円

t

河崎ラケットエ業

〔
,  I
|



日本バ ドミントン協会公認

本年度各選手権大会指定ネット

《今大会使用中》

いつも安心してプレーの

出来る丈夫で長持ちのす

るネットです。 スポーツ用ネットの専門メーカー

何んでも御相談下さい。

ゴルフ用ネット・体育館防球ネット

是非J指名ご愛用下さい

セキネッ
T E L 04804(2)

丁 目 7-4

Y.M.ミ セキネット ミ 卜製作所
0379  1=340--01

ァニス・パレーポール
サノカー・ハンドポール
バスケット・パドミントン
卓  球  。 野  球
協会連盟公認ネッ ト

いま力ち130年前、世界で初めて実用的ミシンをおくり出

して以来、シンガーの歴史はミシンの歴史とtヽっても過言

ではありません。そして、いまやシンガーはミシンの代名詞

といわれ、世界で1億人の女性に愛用されていま魂

これからも、シンガーはミシンを使う女性の立場で、新し

い製品開発に努めてまいりま魂

SINGER★
シンガLミシン

難シンガー日鋼株式会社
嚇日本シンガー株式会社
〒321栃木Цl i:部γj市ド平出田1950番地
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pro KENNEX MODEL707の特色
■オーフレカーボン/ショイントレス

MODEL707フレーム断面図
フ レームの柔軟度 を自由に調節 て きるカ

ーホ ンクラファイ ト7段合 わせの設計

L

■強く、スピードのあるショットが可能。  勇
時速 200km以上のスマッシュが打てます。

■抜群の弾力性を持っているので、打球は

初速がはやく、空気抵抗により急速に落下 ,

アウトになる打球が少なくなります。

■打球の感触がそのままストレートに手に伝わり、

ウデの延長のようなフィーリングでコントロールも

思い0まま。

ヒ

MODEL707フ レーム&シャフト断面図
フレームの■■を効果的に調節てきる特
殊プラステンク使用.



ソフト1会

池袋駅西口より徒歩 8分

([〕 .M.BttANDO

日本バトミントン協会検定合格球

全国選手権大会使用指定球

C.M。 ンヤイン

清耗の漱しい用具は経済だけでなく、パワーや薇を小形化しまr,

cMシ ャトルは、抜群の61久力と、一度使つたら忘れられない

独得の味があり そして偵段:.IJ処よりも安い.

株 式 会 社 C.M。

本  社 埼 玉 い 生 TEL“ 9292-嶺 Cftal

)ラケットショプ  東京都西日分寺 丁E L 0423-23-9446
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□〒171東京都豊島区池袋3-1636
TEL(o3)985-17710
営業時間:午前10時～午後8時

(日 曜日 定 休 )
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IA‖ Carbon Tapered Shaft

S‐81 cARBO DELUX6
S・80 cARBO DELUX5
カ‐ボン時代のスターとして最も
注目を集めているラケット。

SIirTI Steel Tapered Shaft

S‐78 suPER RUSHⅡ

S‐ 7〔)suPER RUSH
スリムテーバーシャフトが威力を
倍増させるラケット。
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・ トー ナ メ ン トホ ワ イ ト・ トー ナ メ ン トブ

ー ドブ ラ ツ ク・ トー ナ メ ン トレ ッ ド・ ス タ

日本 バ ド ミ ン トン協 会 検 定 合 格 球

ルー・ トーナ メン トプラ ック・スタンダ

ンダー ドレツ ド・ ス タンダー ドパープル

日本バ ドミントン協会推薦

優良バ ドミントン用品総合メーカー 株式会社

「

≡77′ ラて JF― ― 電′
東京都台東区浅草橋 5-26-7 お問い合せ 。お申込みは 丁 E L03(866)2515 。(851)9409

今 や

数 々の名選手 が愛 し

育 てて くれた

ファス ト ゴール ド……

耐 久力 も

飛行 力 も  バ ツ グンです

全国大会使用球
フ ァス ト印

シヤ トルコック

製 造 発 売 元

ジャワ商会
山形市六 日町 7-28
TEL(33)0333(代 )

世 界 を ス マ ッ シ ュ
トヨダの水鳥シャトルコック

トヨダのラケ ッ ト
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セ ドリツ ク グロリア・パルサー 0ラ ングレーは

緑 の 工 場 か ら

■ 産 日 藁1車 株
／

１

＼ 栃木工場
中 島 章

栃木県河内郡上三

TEL 028556--3123
1川町大字上蒲生字大野2500

(大代)TELEX 3552-425

ダ
ス`タl笙ダダ寧彙 La

39,800円
●健康ガイドブック付 ●寸法/120× 60mm● 重量 170g(電 池含む)
●測定範囲/40～ 199拍/分 ●電源/単 4乾電池4本                            ‐・

脈拍が手軽に瞬時に計れる「パルビー」 新健康法としていま注目されているのが、脈拍数に

ょって自分のスタミナ度を知る健康管理法です。体調の変化を表現する脈拍数値を用い、
ムリ

のない体力づくりをめざし、健康な体に鍛えようというものです。指さきなどの毛細血管は、

心臓の鼓動と同時に血液量が変化します。それをとらえて反応させ、毎分の脈拍数として表わ

すのが「パルピー」のしくみ。扱い方もカンタン。解説書を見ながら使えば、自分に合った
ス

タミナ (体 力)づ くりがラクラク可能。ジョギングをはじめ、テニス、野球、水泳など、あら

ゆるスポーツに利用して、健康管理と同時にスタミナづくりにお役立てください。
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70年の実績、スポーツ施設・機器の専門メーカーです。

人
り
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● tJ― 株 捨 社 予薦蕉言WE雹峰鶉 里寧属震:桑炉異距器



ち     電子α残7t
最新の電子技術がカメラの操作を変えました。シャッター速度ダイ乃レがボタンに_

フアイン差 から目を離さずオ旨先の軽いタッチで1/2000秒の高速まで自在にコントロ,ルできるマニュアル機構は、
まさに未来のオペレーション感覚でt使いやすい自動露出に加え、先進のマニュ乃レをそなえた

MEスーパーーー画期的なエレクトロニクスー眼レフで丸

● 1/2000秒の高速を実現した精密 iti子 シャッター機構。●緑・黄・赤、色

で露IIt力現 わけられる3色 LED表示。●露出補正をフアインタLで確認
できるLED表示。●ファイン‐ 力'最高約70%り ]るい(当ネLlヒ )クリアー
プライトマットスクリース●大型エアタレパーの採用などにより、シャッタ、

ミラーのショックや作動音を低減し、軽快な操イ1感党を実現。●一眼レフ
の機動性を高めるコンノヾクトで軽量のボディス 手のひらにジャストフィット

するホ=′巧ドィングのしやすさ。●充電完 rをファインダーに表示、シャッター

速度をオートセットするストロボNセ 00S、 AF16Q● ME、 MVlと 共用の
高性能 ワインダLMEH。

ボタン映像2000

●,ベンタックスタレジット このマークのお店で3～ 2時月ポーナス払いも味。カタログ
=希
望の方は

,機種名をご記入のうたハガキr 〒llx東京都千代田区永口|口「lnl旭 光学 [彙株式会11宣伝部、

標準価格 ボディーのみ………… ……………
SMCベンタックスM50ミ リF L7イ寸 ………………
SMCベンタックスM50ミ リF L4イ寸―…………… …
ケース………………4′ 000円  ワインダーME H

55′ 000円

74′ 500円

84,400Fl

25,000円
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イカおらガ→タンクヽ一―尾証戸

ボタン映像2000 旭光学工業株式会社
益子工場

栃木県芳賀郡益子町大字塙858

T321--42
TEL 02857-2--1111“対
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